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学校管理下における死亡事故発生の実態

-1989年～1998年の10年間について－

報 告

長谷川 ちゆ子率11松 嶋 紀 子*29西 岡 伸 紀噸'，勝 野 眞 吾議！

．'兵庫教育大学疫学・健康教育学研究室

、2大阪教育大学健康科学講座

Fatal Accidents under the Control of School

-Dumg lO Years from l989 to 1998-

Chiyuko Hasegawa * ! Noriko Matushima * 2 Nobuki Nishioka " ! Shingo Katsuno " #
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To promote school safety, we analyzed the cases of fatal accidents under the control of

school, which was recorded in the annual case reports of the National Stadium and School

Health Center of Japan during lO years from l989 to l998.

The results obtamed are aS fbnows :

1 . Although the number of fatal accidents tend to decrease du㎡ng the decade, the ratio to

100, 000 subscribers was in the level-0ff situation fi･om 1. 3 to 1. 6.

2．The number of fatal accidents increased as the school year rose with the elementary

school, the j unior high schooL and the high schooL The mortality rate per l OO, 000 sub-

scribers also increased with the school year.

3 . The situations and causes of fatal accidents were different according to the school year.

In the lower grade of elementary schooL traffic accidents and falls were major cause of

death. On the other hand, sudden death happened frequently in jumor high-and high-

school in addition to traffic accidents.

These results indicate that the preventive measure fOr school safety should be taken com-

prehensively based on the situation and the cause of the fatal accident under the control of

school.

Key words : fatal accidents under the control of school, prevention of accidents,

schooI safetV

学校死亡事故，事故防止，学校安全

要課題である．学校では大勢の子どもたちが，

さまざまな健康問題をかかえながら集団生活を

しており，そこで発生した事故には法のもとで

争われる事例もみられる!)．不幸にして起きて

しまった事故を教訓として，二度と繰りかえざ

ないための事故発生の防止対策を講じることが

I はじめに

教育現場において，児童生徒の死は最も悲し

むべきことである．現在の教職員組織をもって

確実に全員の命を守れるのかという不安はある

が，関係者には児童生徒の命を守ることが最重
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肝要である．

学校管理下における死亡発生の状況について

は，校種毎に検討されたものはあるが，学年毎

に集約し，検討きれたものは身近にはない．死

亡事故防止のためには，学年毎の死亡発生の状

況や特徴を知り，それぞれに応じた危険な状況

を想定し対策を立てる必要がある．そのために

は，まず，死亡事故の実態を知る必要があると

考えた．

そこで本研究は，校種・学年毎の重点目標を

含む死亡事故防止のための基礎資料を得る目的

から，学校管理下における死亡事故の実態の中

から学年毎の特徴を明らかにするために，日本

体育・学校健康センター（以下学校健康セン

ターと略記：現在は独立行政法人日本スポーツ

振興センターとなっている.）に報告きれた過

去10年間の死亡例について，死亡発生の概況，

教育活動の状況や死亡の要因となったことなど

を，学年毎にまとめて分析した．

Ⅱ 方 法

1 対象及び資料

学校健康センター刊行「学校の管理下の死

亡・障害事例集」を資料とした．全死亡例につ

て個別の記載がきれている平成12年度版（平成

10年度分事例）から10年間ざかのぼり，平成3

年度版（平成元年度分事例）までの10年間分の

小学校，中学校及び高等学校の全事例を対象と

した21．

2 鯛査内容と方法

（1）対象事例について，10年間の死亡の概況と

年次推移を調べた．

(2)小学校，中学校，高等学校の校種毎に，学

校健康センター加入者に対する死亡件数及び

加入者10万対の発生率を求めた．

(3)対象の全事例について，事例毎に事例番号

を付け，年度，学年，性別，事故区分，場合，

場所，運動内容，事故直前の状況，死亡時診

断名（既往症を含む）の各項目について必要

なカテゴリを付与し，それを分析の対象とし

た．

① 「事故区分」は，学校健康センターの区分

に準拠して，「事故（交通事故を除く）｣，「交

通事故｣，「突然死｣，「熱中症他」の4区分と

した．

②「場合」については，学校健康センター災

害報告書の「災害発生の場合」欄を参考に，

教科等，特別活動，課外指導，休憩時間とし，

登下校中については登校中と下校中に分け，

それ以外はその他とした．

③ 「運動内容」は死亡発生時あるいは直前に

行っていた運動を，走・持久走，水泳，野球，

バスケットボール，柔道等と分け，各部活動

のトレーニングとして行われたランニング中

の場合は，走・持久走に含めた．

④ 直前の状況については，報告文より死亡直

前の状況を読み取り，独自に衝突，転倒，転

落・落下，挟まれ，刺・切傷，技など，溺れ，

誤嚥，飛び降り，縊死，跳ねられ，倒れ，頭

痛，意識低下，けいれん，持病，暴行，その

他に分けるとともに，全事例についてその具

体的な状況を20～30文字の短文に要約した．

⑤ 死亡時診断名及び既往症（心臓病管理区分

を含む）は，事例報告書中に記載きれていた

ものを用いた．

3 集計の方法

表計算ソフトMS-Excelを用い，先に分類し

たカテゴリ毎の単純集計や種々の項目間でクロ

ス集計を行った．

Ⅲ 結 果

1 学校管理下における10年間の死亡の概況

対象とした10年間に，発生した死亡件数を事

故区分別に分けて集計し，年度毎の加入者数に

対する発生率等の年次推移を表1に示した．学

校健簾センター加入者数は1989年は約2,093万

人であったが，年々減少し，1998年は約1,644

万人となり，10年間で21.5％の減少があった．

年度毎の死亡件数では, 1991年の324件が最多

で，以後やや減少の傾向を示しており，98年は

212件であった．10年間の合計数の事故区分の

内訳で最多の交通事故によるものは91年の159
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表1 学校管理下における死亡発生の概況と加入者数に対する発生率の年次推移

(1989年～1 998年）

年度

1989

1990

1991

1992

交通事故 突然死 事故(熱通外） 熱中症他 合計(A) 加入者数(B) A/B (%)

0. 0014

0. 0014

0. 0016

0. 0015

0. 0014

0. 0014

0. 0014

0. 0013

0.0015

0. 0013

0. 0014

64 ワ
白 289 20'929,256124 99

9 285 20, 435, 398131 99 46

48 8 19,886,088159 109 324

3124 104 63 294 19，276，660

124 93 42 1 260 18, 718, 8981993

9 258 18, 222, 8831994

1995

1996

1997

1998

119 79 51

100 96 44 5 245 17，772，645

48 8100 67 223 17,295,221

89 99 69 1 258 16, 832, 049

78 74 54 6 212 16, 437, 840

1, 148 919 529 52 2,648 185, 806, 938

件から98年の78件と半減がみられたが，それ以

外の区分では，年度によって件数に増減がみら

れた．しかし，加入者10万に対する発生率でみ

ると大きな減少はみられず，どの年度も10年間

の平均と同率の1.4前後の横ばいであった．

2 校種別及び性別死亡の状況

対象とした10年間の校種別死亡件数は，表2

に示すように，小学校742件，中学校651件，高

等学校1,255件で，合計2,648件であり，平均す

ると1年間に約265人の尊い命が失われていた．

なお，校種別の加入者10万に対する発生率は，

小学校から順に, 0. 86, 1. 33, 2.49であり，対

象者が高年齢の校種ほど高率になっていた．

性別にみると，男子が1,728件，女子が920件

で，男女比は約2対1であった（表3）．学年

別では，いずれも男子が高率であり，最も高

かったのが高1の72％，次いで中lの71％で

あった．苔らにそれを課外指導中に限ってみる

と，表4のように，小学校高学年から男子の比

率が75％を越え，合計では女子の5倍の件数で

あった．

3 学年別・事故区分別死亡の状況

表5に学年別・事故区分別の発生件数をまと

表210年間の死亡発生率

年 度

10年刊加入趙数

10年間死亡件数

加入者10万対

高 計

185,帥6?938

2，648

1，43

小 中

86,別9,399 48,803,026 50,354,513

742 651 1,255

0，86 1.33 2，49

表3 学年別・性別死亡件数(10年間）

|中学校’′1， 学 枝 中学校 高等学校
合計 ％

1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2 3

男子

女子

計

'358265525853157142114328308234

8362403426526493811281511帖

1,728

920

2?648

65，3

34.7

1帆).02181441058684105221235195456｣159340

表4 課外指導中における学年別・性別死亡件数

(10年間）

|中学校’ 高等学校小 学 校 中学校
計‘％

1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2 3

開子

女子

酢

ｎ
Ｊ

，
］

戸
３

２
６

認
印
』

83.9

17.1

1帥,0

2 2 0 2 3 8 帥 4010957130

1 1 0 1 1 1 1012 31313 6

3 3 0 3 4 97052131088436



学校保健研究"" J ScADDI """ﾉ1 46 ; 2005664

表5 学年別・事故区分別発生件数(10年間） 317件，ひかれが85件，巻かれが73件であった．

診断名は，脳挫傷など脳に関するものが最多の

799件で，次いで内臓破裂や脊髄損傷などが203

件であった．礫死が17件あった．

突然死における直前の状況の主なものは，倒

れが671件，気分不良が69件，頭痛が36件で

あった．心臓に関連するものが666件にのぼり，

突然死の73％を占め，診断名は急性心不全が大

半を占めていた．心臓に関連する死亡の中で，

心臓病管理指導表で管理していたと記戦されて

いたもの97件であり，心臓疾患の既往症が認め

られていたもの96件を合わせても29％にすぎな

かった．突然死のうち脳に関するものは130件

で，その内訳は，脳内出血が99件，脳梗塞が5

件，無酸素脳症などであった．脳内出血は，中

学生35件，高校生32件，小学生32件であり，脳

動静脈奇形と記きれているものが17件あった．

事故（交通事故を除く）における死亡直前の

状況の主なものは，転落・落下が最も多く137

件で，小1が20件と最も多かった．続いて溺れ

は69件，打撲は60件であった．打撲の中には，

投てきの矢が当たるや，サッカーゴールが倒れ

て背部にあたるなどがあった．飛び降り35件，

縊死27件，電車への飛び込み，服毒などを合わ

せて自殺と考えられた件数は65件であった．自

殺は小学生が2件，中学生が41件，高校生が24

件で，特に中2（17件）と中3 (16件）に多く，

事故（交通事故を除く）要因の上位から3番目

であった．暴行によるものが全体で30件あり，

小学生では大人から暴行きれる例が8件あり，

生徒同士のものは中学生で5件，高校生同士で

13件あった．診断名は，脳に関するものが217

件と最多で，脳挫傷，急性硬膜下血腫等であっ

た．次いで多い要因は溺水・溺死が100件で，

呼吸不全や肺炎が27件あった．食べ物などを誤

嚥することによって起こる窒息は16件有り，そ

の中の12件は養護学校生であった．

熱中症他における死亡直前の状況の主なもの

は，倒れるが19件，気分不良が10件で，診断名

は熱中症及び熱中症による多臘器不全であった．

溶血性尿毒症候群が3件あった．

/l、学校｜中学横｜高等報
合計

1 2 3 4 5 6 1 2 3 1 2 3

事 故413424212521425254797957529

交通事故148 88 62 28 23 30 70 60 49 208 220 162 1, 148

突然死25221937乳5210211791155149116919

熱中産他 4 2 2 7 6 114115 52

計 21814410586別105221235195456459別02,別8
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(1)交通事故による死亡の状況

事故区分では，交通事故によるものが般も多

く10年間の合計は1, 148件で全死亡件数の43%

を占めていた．高lから高3が各200件前後あ

り，小学生では小1が148件，小2が88件で，

中学生よりも多い件数となり，特に小lでは小

学生全体の39％を占めていた．

(2)突然死による死亡の状況

ここでいう突然死は，突然で予期されなかっ

た病死で，通常は発症から24時間以内とされて

いるが，救急治療により数日後に死亡した場合

も含まれている．突然死の10年間の合計は919

件で全死亡件数の35％であった．小1から小3

までは1学年あたり20件前後であり，小4から

件数が多くなる傾向にあり，中学生では学年あ

たり100件前後，高校生では平均140件と多く

なっていた．

(3)事故（交通事故を除く）による死亡の状況

事故（交通事故を除く）は10年間の合計529

件で全死亡件数の20％であった．小1で41件，

小2が34件で，小3から小6までは各20件台で

あった．中学生では各学年とも50件前後と増加

し，高校生では学年平均72件とさらに増加して

いた．

(4)熱中症その他による死亡の状況

熱中症その他による死亡は52件中44件が熱中

症または熱中症による多職器不全で，小1の4

件は給食による食中毒であった．

4 事故区分別死亡直前の状況

交通事故における死亡直前の状況の主なもの

は，跳ねられが最も多く572件，次いで衝突が
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故によるものが79％を占めた．突然死は11％，

事故（交通事故を除く）は10％であった．

学年別では，小1から小4の下校中が登校中

の2倍以上の件数があり，その他の学年では

登・下校中で件数に大きな差はなかった．

「教科指導中及び特別活動中」における死亡

の状況は，どの学年も突然死によるものが多く

（図2），小6の30件から増加し中学生では平

均51件で高校では平均84件と学年が上がるにつ

れて多くなっていた．

「課外指導中」における死亡の状況は，高1

（108件）高2（84件）中1（70件）の順に多

く，高校生では突然死と事故(交通事故を除く）

が半々であるのに比べ，中学生では突然死によ

るものが事故（交通事故を除く）の2倍にあた

る件数であった（図3）．熱中症はどの場合よ

りも課外指導中に多く起こっていた．

「休憩時間中及びその他」における死亡の状

況は，休憩時間中が小1から小6で7件から19

件，中1から高3で19件から29件起きていた．

その他は，家庭への訪問指導中や寄宿舎で，15

件起きていた．突然死と事故(交通事故を除く）

は半々であった．

6 校種別学年別にみた死亡事例の実態

以上，10年間の学校管理下における死亡事例

を分析した結果，場合や状況と学年との間にい

くつかの特徴が観察された．そこで，学年別の

事故要因や状況などからその特徴を探り，組織

的な対応への資料となるような一覧表としてま

とめた．

小1から小3は表A-1 ,小4から小6は表

A-2 ,中学生は表B,高校生は表Cとした．

各学年毎に，死亡事故発生の場合別の件数を

（）内に表し，それがどういう事故区分によ

るものであったかが分かるように○は事故（交

通事故を除く），▽は突然死，□は交通事故，

＊は熱中症他とした．表中の事例は，類似の事

例で多かったものと，注意を喚起したい事例や

特異な事例などをまとめた．突然死で気になっ

た例や事故（交通事故を除く）の特異な例など

を詳しく述べたい事例には表中にく注>と記した

故

3

図1 登・下校中における学年別死亡の状況

3

図2 教科・特別活動中における学年別死亡の状況

卵

図3 課外指導中における学年別死亡の状況

5 場合別学年別死亡の状況

10年間の場合別合計では，下校中の死亡事故

が最多で756件，次は登校中659件，以下課外指

導中385件，教科中358件，特別活動中253件，

休憩時間中222件，その他15件であった．

「登・下校中」における死亡の状況は，いず

れの学年においても最も多く（図1），交通事
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表A-1 学校管理下における学年別主な死亡事例(件数) 1989~l鱒8○事故▽突然死口交通事故*熱中掘也

小 ・ I 年

錘ゆ(類ノ○学校まで300mほどで友だちと行方不明になる。
▽歩いていで倒れる。ｽｸｰｰﾙﾊﾞｽに乗車後意識がなくなる。集団登校中倒れる。

口徒歩:謝言号で樹斬し麺こひかれる。集合場所へ道路渡り跳ねられる｡駐車中の車から飛び出しひかれる。

裁辮韓亭7α2ﾉ○水泳：フ.-ﾙで溺れる。生活：作ったペットﾎﾞﾄﾙの乗物からﾌﾟｰﾙ内へ転落する。

▽150m走後倒れる。駆け足紙醐kUw 150m程で倒れる。校外へ行くため校門出て倒れる。

口生活:i"i機が降りている踏切内に入”暉に跳ねられる。

鍬憩芋ｱ“ﾉ○木に登り落下する。平均台で腹を打つ。ｻｯｶｰ汀.-ﾙにもたれて下敷きになる。焼却炉内に転落する。

▽一人で遊んでいて校庭で倒れる。ルー遊びをしていて倒れる。下校のため集合場所に行き繩1,る。

癖Z婿鋤戸(Tgﾉ○学活：川遊びで溺れる｡遠足：斜面からの石力顕に当たる。日時計が崩れ腹に当たる｡<"Z >

＊給食による食中蕊▽座っていて倒れる。ﾏﾗｿﾝ週間で朝240m程走って倒れる。

課ﾀﾞﾒ指導芋7切○ﾌ‘-ﾙ：母の迎えを知り出口のサッシに激突する。 ▽水泳の休憩時に倒れる。
磁I声(X妬）○台風で増水の測鯛こ転落する。友人の帽子拾いに行き川に落下する。男に暴行される

▽校門前で倒れる 口徒歩：自宅前の道路を横断し車に跳ねられる。2人で1つの傘をさして歩き認こ跳

ねられる。 口降車：友篭の親の車から降りて道路横断中ﾄﾗｯｸに跳ｵﾕられる･

小 ・ 2 年

謹芋'(鰯ﾉ○拉致される。

▽腹痛と嘔吐で倒れる。つまずくように倒れる。口家から"m程で道を横断中跳ねられる。

口集団登校の列に車が突っ込む。蹴った石を取ろうとしてﾊﾞｽにひかれる。

裁稗婿輔亭'"ノ○水泳：高学年用ﾌﾟｰﾙで溺れる。介助でｳｰｷを食べてつまらせる。

▽帥m走後座っていて倒れる。国語の授業が始まり机に伏せる。サッカー後「頭力轤い」と伏せる。

鍬瀞ﾁ7"Oﾌﾞﾗﾝｴに識､がつき落下する。2階階段手すりから1階へ転落する。ホ･-ﾙを捜して水路へ転落する。

▽肇校時上靴に履き替えようとして倒れる。特別教室からの移動中床に倒れる。

捲鰯認轆‘'○持ちつき大会：もちがのどにつまる。掃除：上・ｱﾉのロー』ﾌﾟをはずして下敷きに承る。

▽遠足：話を聞いていて倒れる。体操服に着替え後頭痛を訴える。けいれん起こし保護者へ連絡中に

口遠足酷道路横断中翠こ跳ねられる。教室から飛び出しF1庫に閏ぬられる

錦が措謬ﾁ'③ ○水泳：上 富ﾄ板の手を放して溺れる。 ▽ﾌﾟｰﾙ: 10m泳いで溺れる。

孫浅学〃型ﾉ･ﾎﾞ弓I'を拾おうと川に転落する。ルシ車で吊り上げ中の看板が首を直撃する。工場の丸太に乗って遊び

挟まれる。う．ﾙﾄｰｻﾞをいじり巻き込まれる。▽家の近くで倒れる。慣[購の蓋につまずき意識を失う。

口徒歩:先に行った友だちを追い力斗ﾅて横断歩道を渡り車に跳ねられる。上叡-玉を拾おうとし車と種渓する。

小 ・ 3 年

華亭7(Z4ﾉ○霜が付着している欄干から石を投げｿliへ転落する。不審者に包丁で襲われる。

▽集合場所で意織を失う。家から50m程で倒れ意識不明になる。

口横断歩道の手前を渡り車にひかれる。ﾎｰﾙ拾いに飛び出し弱こ跳ねられる。詞言号で渡り車に巻かれる

裁辮芋'｡○社会：ﾃﾄﾗﾎﾟｯﾄから川に転落する。社会：台風後の川の変化を見学し流される。

▽体育；頭痛で見学中横臥し嘔吐する。駆け足8"m走後倒れる。

錨憩寧紗○遊動円木から転落する。馬とびし床で頭を打つ。防炎ｼｬｯﾀｰの下を通り抜けようとして挟まれる。

▽ﾄﾞｯｼﾞﾎﾞｰﾙを拾おうとして倒れる。朝礼後教室で頭痛のためしゃがみ込趣下校H荊土く。

毎鋤認芋7⑨○掃除：反省会で転瑠坊止用ﾉfｲﾌﾞから転落する。水櫓に手をつき破損したｶﾞﾗｽで手首を切る。

3暗砦段手すりから転落する。運動会見学中：ふざけていた一人が背中に当たる。＜注2＞

▽朝の体育集会: 3"m程走り倒れる。掃除鍔偲吐し意識がなくなる。全校持久走後倒れる。

蕊が措謬ﾃ,”

ア撰亭7(がzノ○喫茶店の水車で遊び支柱と石垣に挟まれる。工場で降りてくるｼｬｯﾀｰの下をくぐり挟まれる。

転倒し膝に擦り傷し家で消毒後に腫れる｡＜註3＞▽喘息発作で呼吸困蝿こなる。友人と肩を組み侭肘,,る。

口徒歩：信号の厳い垂点で車に跳ねられる。知り合いの車の方へ行き別の車にひかれる。自宅目前の道

路を樹断し軍に跳ねられる。ｽｸｰﾙパス降りて忘れ物に気づきバスに近づき前輪でひかれる。
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表A亨2学校管理下における学年別主な死亡事例(件数) 1989～1M○事故▽突然殖.交通軸良*熱中症他
小 ・ 4 年

締諄フ”▽信号が点滅し走って倒れる。

口謝言号で横断中車に跳ねられる。'ずから逃げようと車道へ出て車に跳ねられる。事故の車に挟まれる。
裁郷措零i芋ｱ“ﾉ○ﾀﾞﾝｽ練習中にぶつかり床で頭を打つ。ﾏｯﾄ運動で連続前転後首に痛みもｷｬｽﾀｰ付きﾃlﾉﾋ零を運ぶ

途中に乗って遊び下敷きになる。 ▽水泳：クロ弓し泳ぎ14m程で溺れる。3mm程ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞし倒れる。
鏑識f'"2ﾉ○回旋搭の支柱が倒れ頭を打つ。ハ ｽｹｯﾄのｺﾞｰﾙﾘﾝｸﾞの下敷きになる。ﾁｮｰｸ受けの角で脇腹を打つ。

▽くるくる回る遊びで気分が悪くなる。頭痛を訴えて泣く。下校時に喘息がひど．<なる。
推泓帰鋤ら力‘〃○給食；咳き込みながら食べ続けてﾁｱﾉｰｾﾞになる。ドッジボール中後退し床で頭を打つ，

▽お誕生会のAj/ｶﾁ落しのｹﾞ仏中倒れる。空港見学で4階まで上がり倒れる。運勧会でﾊﾞﾄﾝを渡し倒れる。
擬ﾀﾞﾒ鐸坤③▽ｼﾞｮｷﾞﾝｸ" 1.2km程で倒れる。120mﾄﾗｯｸ4周目で倒れる
祇誘ﾁﾝ鱈Z)○土侭き場で遊び降りるH義誰'し頭を打つ，遮断機降りている中に入り跳ねられる。

▽自宅まであと5M)mで倒れる。喘息の発作を起こして用水路に落下する。

口自宅前の道路を横断しようと車の間を抜け対向車に跳ねられる。除雪車をよけて横断したがﾊｯｸしてきて
ひかれる。友達にｱﾒをあげようと横断して車に跳ねられる。 迎えの祖父の原付に乗りﾄﾗｯｸと衝突する。

小 。 5 年

鑑1戸“ﾉ○忘れ物を取りに戻り排水鴎こ転落する。一人で登校中に川に転落する。
▽雨の中で傘を持ったまま倒れる。歩道橋の階段途中で心職発作起こす615分位歩きしんと1,､と座る。
口交差点で車に巻き込まれる。旗を爵ずて横断中跳ねられる。自転車で路地から飛び出し車に跳ねられる。

裁溺鐸z戸鰹ﾉ○水泳: 25m折り返し点で溺れる。養護訂l朧で前屈させた時大腿部を骨折しｼｮｯｸを起こした。
▽ﾏﾗｿﾝ練習：ク・ﾗｳﾝﾄﾞ9周目~で嘔吐する。ｸﾛｰﾙ20m程で溺れる。ハ"ｽｹｯﾄのｼｭｰﾄ後に倒れる。

が憩芋JaZ）○廊下の傘立ての上で遊び窓を突き破って落下する。教室の飾りを外そうとし窓から転落する。
▽校鹿で鬼ごっこをしていて倒れる。頭痛で保健室に行き嘔吐する。教室移勤中に喘息の発作を起こす6
口運動場で追いかけごっこして道路に飛出し車に跳ねられる。

鮭鋤号勤芋7“)○全校清掃；窓拭きで桟の上を歩き転落する。卓球台を一人で広げて下敷きになる。
▽野外活動鄙桶息を起こすも大糸醗kび4分で倒れる。頭痛で様子見帰宅後激痛になる。

鰯ﾀﾞﾒ鍔Tヂァ〃○水泳；慣らし泳ぎで溺れる。スキー：ﾊ'ﾄﾛｰﾙのｽﾉｰﾓｰﾋﾞﾙと激突する。
祇撰苧鯉ﾉ○倉庫の屋根に上りｽﾚｰﾄが割れて落下する。大雨警報で下校中車をよけて溝に転落する。

口一時停止の車の前を通りひかれる。友だちに追いつこうとして車と極渓する。後方からのﾊﾞｲｸに眺ｵaら
れる。

小 ・ 6 年

醤戎亭'"Z）○道路工事中のﾌﾞﾛｯｸの上を歩き崩れたﾌﾞﾛｯｸで腹部を挟まれる。自宅ﾏﾝｼｮﾝの階段から転落する。
▽路上で倒れる。仲間と走り前のめりに倒れる。信号待ちし倒れる。
口交差点で一時停止を無視した車に騨馳られる。自転車で赤信号の交差点を渡り車に跳ねられる。

裁癖夢デフ"ZjO水泳: 20m付近で溺れる。雲ていから足をすべらし鉄棒で首を打ﾝう･ｻｯｶｰｺﾞｰﾙのﾊﾞｰに飛び
つき落下したところにﾊﾞｰ力轄ち背中にあたる。

▽持久走350m程で倒れる。水泳後うずくまる。授業中頭痛いと訴え意醗不明になる。

鍬憩zrr"4ﾉ○禁止の屋上で石飛びして落下する。へ蟻ﾗﾝﾀ．の飾り'fｲﾌﾞから転落する。塀に上り転落する。
▽おｸﾍﾞｰ郡蕪-伽で送球後に倒れる。講謡kびの練習中倒れる。教室で吸入し帰宅畷階段で倒れる。

毎泓鑑鋤馥鯉ﾉ○掃除：ひさしから転落する。街白：夜に起きてﾍﾗﾝﾀﾞの柵を越えて転落する。スキー：力づ、を
曲がりきれずに立木に衝突する。水に入るのは膝までという約束で磯を観察し溺れる。

▽修学旅行翌日の朝顔色力悪くなっていた。耐寒駆け足中に倒れる。ﾏﾗｿﾝ大会中に倒れる。
口公園入り口で写生しﾄﾗｯｸに巻かれる。遠足中に坂道のﾄﾗｯｸにさわり下敷きになる。

鋸卑措琴デフ卿○ﾌﾟｦﾄ水泳中に溺れる。う．-ﾙの浄化用排水碑の蓋を開けて引き込まれる。
▽400m走途中に倒れる。陸上記録会に徒歩で出発し倒れる。フ．-ル:100m泳いだ後に沈む。

祇撰z謨鯉ﾉ○見知らぬ大人に襲われる。
▽学校から2COmで倒れる。ｽｸｰﾉW,.ｽ下車時に顔がﾁｱﾉ魂.になる。呼吸困難になり倒れる。
口横断歩道のなﾔ道路をｲ錨『し藝輯脚られる。 乗車;友達宅の軽ﾄﾗｯｸの荷台に乗り転落する。
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表B 学佼管理下における学年別主な死亡事例({tW) 19鵠~1998○事故▽突然死口交通事故*熱中慰也

中 ・ 1 年

識芋'("j○登佼せず2日後雑木林で見つかる。傘をさし電車に気づかず跳ねられる。
▽苦しいと座り込む。母に送られ昇降口付近で倒れる。校門まで50mのところで倒れる。
口自転車：車の間を抜け対向車に跳ねられる。ハ．ﾌｸの車に跳ねられる 徒歩：溝で転倒し車にひかれる。

撰辮芋'(鰯)○水泳：約12m泳ぎ沈む、▽持久走4㈹mで倒れる。ｽﾀｰﾄﾀﾞｯｼｭ後に頭痛になる。
緬芋'“ﾉ○3階廊下の窓から転落する。ﾄｲﾚで内で首を吊る。ふざけて屑を引かれベンチの角で頭を打つ。

▽教室に入りｶﾊﾝをもったまま倒れる。階段上り倒れる。給食を食べず家へ送ろうとし倒れる
毎刷括溺芋ｱ“ﾉ○臨海学校：約Mmで溺れる。授外学習でみんなと一緒に行かずに室内鴨居で縊死した。

▽校内水泳大会で25m泳いで溺れる。リl'ｲﾜﾊﾞﾄﾝﾊｽ後に倒れる。遠足で山に登り呼吸困難になる。
錦が織韓7〃"ﾉ○柔道：2人力鞘古をつけ畳で頭を打つ。天井を探検し落下する。暴行されﾏｯﾄに巻かれる。

▽部活の仮入部でｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ中倒れる。定期ﾃｽ唯5, 5km程走り倒れる。

口部活練習場への途中車に跳ねられる。新人戦の帰趨踏切内に飛び出すも

声勢ﾃ7“）○落雷に適う。「告げ口した」と暴行される。火遊びの灯油がｽﾞﾎﾞﾝにつき火傷する。

▽駅まで駆け足で行き倒れる。部活を休み帰宅中の路上で倒れる。頭が;熱､と泣き足のしびれで座る。

口自転車：一時停止せずに車と衝突する。友人と接触し車にひかれる。徒歩：路慣滞で車に跳ねられる。

中 ・ 2 年

:露I≠，(鰯）○通常経路外のﾏﾝｼｮﾝから飛び降りる。橘からダム湖に飛び込錘踏切で電弱こ飛び延み跳ねられる。

▽テスト準備で過労気味で倒れる。自転車に乗り下り坂のカーブで意織失う。水をほしがり倒れる。

口自転車：見通しの悪い農道で車と衝突する 徒歩：遮断機のない近道渡り列識こ跳ねられる。

撰郷騨苧“ﾉ○泳力ﾃｽﾄ中に溺れる。トイl'に行くと罰､屋上から飛び降りる。う．-ﾙで水中鬼ごっこし溺れる。
▽12分間走で倒れる。ｸﾛｰﾙ25mテスト中倒れる。400mリレー後頭捕で早退し廊下で倒れる

鉄憩苧鰯ﾉ○教室窓の外枠に手をかけ落下する。口論中胸を刺される。服毒し裏門出口階段で倒れる。

▽始業前にｼﾞｭｷﾞﾝｸﾞして倒れる。3日休み翌日の給食時胸痛を解える。身体計測時階段走り倒れる。

蝿据溺芋′“ﾉ○鉄棒から落下する。清掃：窓からひさしに降りて落下する。球技大会後部室で陸死した。

▽校内ﾏﾗｿﾝで倒れる。球餓大会の出場を禁止されるが7分間出て倒れる｡＜注芋＞

蕊が捧写ｱｲ鍵）○柔道：体落しで畳で頭を打つ。ラ曹二ｽﾎﾞ可I'取ろうと屋根から転落する。＊合宿中：朝練の終盤に

倒れる。 ▽路上ﾗﾝﾆﾝｸﾞで倒れる。合宿最終日にｳｫｰｷﾝｸ中倒れる。

口部活練習場への途中車に跳ねられる。道の左を走り弱こ追突される。

磁If7(錨ﾉ○ﾄｲl'で暴行される。問題行鋤について指導受けた日に林野で縊死した。

▽友人とカヰナっこをして倒れる。部活を休み帰宅途中に倒れる。腹痛で早退しﾀｸｼｰ乗り場で倒れる

口徒歩:横断歩道でな↓所を横断し車に跳ねられる。 自転車：交差点で一時停止せずに車に跳ねられる。

中 ・ 3 年

霊芋ｱｲ鑓）○:轆蒄ﾉｼｮﾝの非常階段から落下する。自転車：てんかん発作てりll原へ落ちる。神社境内で綾死する。

▽頭痛と吐き気を訴え倒れる。急ぎ足で歩いて倒れる。校門まであと5m程でうずくまる

口自転車：下り坂で徒歩の生徒をよけて転倒する。歩道が途切れた未舗装道路で転倒し車にひかれる。

鋭…早’値〃○ﾌｰﾌﾚに飛び込み底で頭を打ﾝﾌb戸を開けようとした相手の手がガラス戸を破り破片が胸に

突き刺さる。組運勤の「人間ﾀ” が崩れて転落する。

▽持久走l"m走り倒れる｡<".5>授業中崩れるように倒れる。口長距離走で校門出て単車と衝渓する。

が憩享ｱ(鰯ﾉ○屋上のﾌｪﾝｽを乗り越えて落下する。ﾄｲﾚに呼び出されて暴行される。校舎4階から飛ひ降りる。

▽定期ﾃｽﾄ2日目｛頭がふらふらする」と倒れる。日本i離陪予防蔀後鋼南を訴え嘔吐した。

鍔"麺芋r"Z）○遠泳大会で溺れる。炊事遠足中川で遊び流される。箏吸対抗ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会で床で頭を打シつb

▽校内ﾏﾗｿﾝ大会1位でｺﾞｰﾙ後倒れる。合唱祭で歌の終了前に倒れる。

蕊匁鍔乎7 ira）○臨海学校で溺れる。柔道：畳で頭を杓シフ。ハ．ｽｹｯﾄﾎｰﾙ：下級生の浮き輪拾いに湖中へ入る。

▽駅伝大会で5分程走り倒れる。4km走でﾄｯﾌ集団でｺ帯-沖し倒れる。部活中呼吸が乱れる。

戸浅Iﾁｧｲ鋤）○団尚助魁ら飛胡蜂りる。喫煙で指導を受けた日ﾏﾝｼｮﾝから飛び降りる。ﾜｺﾞﾝ車で連れ去られる。

▽坂道で自転車を押し倒れる。歩いていて路上に鶴蹴る

口自転車:後方からの理こ追突される。駐車中のﾄﾗｯｸと衝突する。 徒歩：頭に車のﾐﾗｰが当たり転倒する。
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表C 学校管理下における学年別主な死亡事例(件数) 1989～1"8○事故▽突然砲.交通事故*熱中症他
高 ・ 1 年

鍵芋，α鑓ﾉ○他校生に叩かれて鶴liWｽﾌｧﾙﾄで頭を打つ。下”唾通過後に横断し上り夢I園こ跳ねられる。
▽自転車砥き場でうずくまる。電車に乗ろうとして倒れる。自転車のハンドルに熱被さって倒れる。
口自転車：交差点でi言号が青になる直前に横断し車と衝突する。渋滞している車の間を通り抜け衝突した。

鏡郵舞zF("ﾉ○野球：ﾗｲﾅｰﾎ潮-ﾌﾚが腹部に当たる。スキー：男性に激突される。教室のｶｰﾃﾝに隠れて転落する。
▽持久走2km程で倒れる。謝一ﾂﾃｽﾄ15mTI後うずくまる。ﾏｯﾄ運動中に頭痛になる。

鏑識fy“ﾉ○柔道ﾏﾝｶﾞの一本背負いをしｶﾞﾗｽ戸割れ頚部切る。立ち入り禁止の4階ﾙﾍﾞｰﾀｰ内に入り転落する。
▽歩いていて校庭で倒れる。階段を走って上がり倒れる。喘息発作が回復せず呼吸困難になる。

得競娼鋤宇鰯ﾉ○配布物落し窓から落下する。野球応援ﾉfｽの窓にぶら下がり落下する。HR後飛び降りる。
▽ｸﾗｽ対抗ﾘﾚｰ1"m程で穆伽る。遠足の乗物（ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ）で意識失う。ｽｷｰ研修で倒れる

蕊‘擁挙ﾃ'ｲﾝ”○柔道：'1柄でよく投げられ倒れる。ラグビー：ﾀｯｸﾙ時に相手の膝力顕にあたる。＊合宿の朝
練後に倒れる｡＜註6＞▽ﾗﾝﾆﾝｸﾞ後に倒れる。口舞而の車：試合会場へ行く途中で路面外に転落する。

7讃芋，‘”○文化祭終了後他校生から暴行受ける。気分悪く早退し駅ﾎｰﾑから転落する。
▽自韓智こ乗ったまま倒れる｡路上で意識不明で倒れているのを発見される｡スク･-ﾙﾊｽの中で動かなくなる。

口自転車：自宅が近づき後方穂認せずに樹斬し車に跳ねられる。徒歩の同級生と横列になり割こ跳おられる

高 ・ 2 年

華亨7"3Iノ○許可なく二輪鋼こ乗りﾌﾟﾖｯｸ塀に衝突する。上蝉ﾙから飛び降りる。パスがﾄﾝﾈﾙ内で落盤事故に遭う。
▽急な坂を走り倒れる｡モルール乗車中に銅甫と嘔吐で意識がなくなる｡ｽｸｰﾙﾊﾞｽ内でてんかんの発作を起こ爽

口自転車;傘をさして道を横切り調咽師られる。 原付：狭いｶｰﾌﾞの中央をはみ出し対向車と衝突する。
撰確騨苧(鑓）○水泳：潜水の練習して溺れる。陸上：ﾊﾝﾏｰが防御ﾈｯﾄを越え頭にあたる。写生中川に転落する。

▽持久走3kmあたりで倒れる。ﾊｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ開喚罐5分で倒れる。 口校外を走り弱こ跳ねられる．

錨辞ｼﾝ“ﾉ○3階出窓で倒立しｶﾞﾗｽを破り転落する。非常階段からへ．ﾗﾝﾀﾞへ渡ろうとして転落する。
▽壁にもたれかかって倒れる。気分が悪く保健室に行く途中に倒れる。頭痛と左手の感覚がなくなる。
口文ｲﾋ祭の器材を買いに自転車に二人乗りしｶｰﾌﾞで転倒する。

蝿据溺申“ﾉ○修学旅行：点呼後:1厘へ行きひさしから転落する。炊事遠足：ホ欝-卜で遊び湖で転糧する。
▽競歩大会でｺﾞｰﾙ前300mで倒れる。研修旅行にかぜぎみで参加して3日目夜に急変する

鯉ﾀﾒ措騨写y“ﾉ○柔道：体落しで畳で頭を打つ。ラグビー：ﾀｯｸﾙし転倒して頭を打つ。ﾎｰﾄ：練習中転調する。
▽合宿の朝ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞを馬とびしながら3周目で倒れる。球技の1日練習でﾗﾝﾆﾝｸﾞ後倒れる

ロﾛｰﾄﾜｰｸ中交差点で車に跳ねられる。自転車：前の部員の後輪に接触し対向車に跳ねられる。

訴撰yヅンα麺ﾉ○二輪車蔦石垣に激突する。駅構内のトイレで男に刺される。駅構内でﾎｯﾊ車に登り感電する。
▽歩いていて心繊の異常な動悸を訴え倒れる。朝から顔色悪<ｽｸｰﾙﾊﾞｽを降りてうずくまる。
口自転車:S字ｶｰﾜ.で車と衝突する。点滅信号横断中車に跳ねられる。 原付：停車中の車に種渋する。

高 ・ 3 年

鑑芋'伽醗ﾉ○市役所屋上から飛び降りる。原付：欄干に接触して川原へ転落する。

▽駅の地下道で倒れる。自宅を出て倒れる。交差点で喘息発作を起こして呼吸困難になる。
口自転車：自転車と接触し転倒して雪こひかれる 徒歩：前の人に続いて赤僧号で渡り車に跳ねられる。

鐵辮謹聴“ﾉ○体育:40m泳ぎ溺れる｡眺ひ籍で腹部を打つ．柔道：足首を骨折し後に胸痛を起こす｡<注7>
▽ﾛｰﾄﾞﾜｰｸの途中で倒れる。ｻｯｶｰ後ふらふらと倒れる。ハ,ﾚｰの試合中ひきつけを起こすも

鉱憩苧“）○ｶｳﾝｾﾗｰ室で縊死する。文化祭後退学した生徒に暴行される。ｶﾒﾗで景色を撮りひさしから転落する。
▽校庭で胸を押さえて倒れる。ト*ﾘﾌﾞﾙｼｭｰﾄを帥回して倒れる。 ロパンを購入途中車に跳ねられる。

鮭鋤晉勤早]"Z)○乾かしていた作品を取ろうとひさしから転落する。遠足でふざけてもみあい水に落ち溺れる。
▽ｻｲｸﾘﾝｸﾞの途中で倒れる。綱引き後観戦し倒れる。喘息が起きて吸入しようとしたが薬が出筑

鋸ﾀﾞﾒ指導苧(鰯)○ラグビー：ｽｸﾗﾑで体が動かなくなる。ｳｲﾝﾄﾞｻｰﾌｨﾝ中風で避難する。屋上で花火中に握落する。
▽夏山合宿中かぜで咳があり医師の往診求めたが間に合ｵﾌ状コハ．し､-：ｽﾉfｲｸ後倒れる。

張菱""ﾉ○駅のﾎｰﾑで電車に飛ひ廷迩乗車予定の電車が来遊断機内に入りF1函こ跳ねられる。

▽雨で走って帰る途中倒れる。気分力悪<電話し倒れる。乗り換えの電車へ急ぎ階段で意識がなくなる。
口自転車：前の自転車を抜こうとして車に追突される。 原付：ｽﾋﾟｰﾄﾞ出して走行し車と衝突する。
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表中のく注1〉からく注7〉は次のような事

例であった．

〈注1〉日時計が腹部を直撃し，受診結果は内

臓，骨ともに異常なしと言われたが，翌日容態

が急変し腸に穴があいていることが分かり手術

したが，敗血症による多臓器不全で死亡した

（小1男-1995)．

〈注2〉運動会の見学中ふざけていた一人が背

中に当たり，腰部打撲で治療を受けたが，浦み

が強くなり転医したところ腹部大動脈瘤が判明

し2か月後に死亡した（小3女-1997)．

〈注3〉下校中に擦り傷をして帰り，家で消謹

し様子をみたが12日後に発熱と鼠径部に腫脹が

現れ入院した．lか月後に敗血症による肺炎及

び胸膜炎で呼吸不全になり死亡した（小3男-

1993)‘

〈注4〉球技大会に出場できないと担任に指示

きれていたが，バスケットボールの試合（前後

半各7分）に出場し，他の球技の応援中に倒れ

た（中2女-1992)．川崎病後の後迩症で冠動

脈瘤があり,2Dで管理きれていた．

〈注5〉体育で持久走をしていた．本生徒は心

疾患のため主治医の指導で歩いて参加していた

が途中で約100m走り倒れた（中3男-1995) .

肥大型心筋症で心臓管理2Cであった．

〈注6〉合宿4日目，朝7時から練習を開始し

ランニング800m,神社階段101段往復，階段

ダッシュ，相手を背負い50mと相手を抱え50m,

気分が悪いと訴えたが残り20分の練習を続けて

倒れた（高l男-1995)．病院で治療を受けた

が8時間後に熱中症で死亡した．

〈注7〉体育の柔道で乱取り中に投げられない

ように踏ん張り，倒れた時に足首を骨折した．

手術を受け順調に回復していたが,11日後に胸

の苦しみを訴えその3日後に肺動脈栓塞で死亡

した（高3男-1996)．

Ⅳ 考察と対策

1 学校管理下における死亡事故の発生状況

1989年から10年間の負傷件数の増加傾向2}か

ら類推すると，死亡事故発生件数も増加してい

るのではないかと予想されたが，学校健康セン

ター加入者に対する比率は横ばい状況にあり，

負傷件数の増加は，必ずしも死亡事故増加につ

ながるものではなかった．しかし，死亡事故を

減少させ為ためには，さらなる取り組みが必要

である．

2 学年段階における死亡事故の特徴

死亡件数から児童生徒の特徴を拾い上げると

表6のようにまとめることができた．

表6 学年別にみた死亡事例の特徴

交通事故 突 然 死 事故（交通事故を除く）・熱中症他

’口特徴的に多かったもの ☆数例であるが要注意の

転落．落下 溺れ 自殺 打撲 もの
◎ ‘ ☆大人による暴行

△ ｜ ｜☆誤嚥
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小1では，登・下校中の交通事故と転落・落

下によるもの，小2では登・下校中の交通事故，

小3では転落・落下によるものが多かった．小

4，小5では特徴的に多いものはみられず，小

6では教科指導中の突然死が多くなっていた．

中1では教科及び課外指導中の突然死と登・下

校中の交通事故，中2では突然死や交通事故と

自殺によるもの，中3では，教科指導中の突然

死や登校中の交通事故が特徴的であった．高1

から高3では登・下校中の交通事故と教科及び

課外指導中の突然死が多かった．死亡件数の多

かったものを中心に，事故を減少させる具体的

な取り組みが必要である．

3 交通事故に分類された事例の状況

交通事故は高校生に多く，これは自転車通学

の生徒が多くなり，しかも通学距離が長くなる

ためではないかと考えられる．中学生では1年

に多いことから，徒歩から自転車通学に変わっ

たことが事故の背景にあると推察できる．中学

生や高校生にも，道路交通法の下で責任ある行

動が要求される．小学校低学年の場合，集団登

校時は危険から守られているが，下校時は一人

または数人で帰ることが多く，危険が増すと考

えられる．家が近くなってからの事故や，保護

者の送迎に伴う車の乗降時にもあり，保護者へ

も単に注意を促すだけでなく具体的に事故防止

に向けた啓発が必要である．また，車の運転者

側に問題があることも多く，安全運転の徹底を

地域との連携のもとに呼びかけ，自転車が安全

に通行できる道路の整備も含めて，児童生徒の

安全を確保することが急務である．

4 突然死に分類された事例の状況

突然死は，中学生，高校生で多かった．学校

保健法が平成7年に改正きれ，無症状である心

臓病の発見や心臓病管理の充実が図られている．

平成9年に件数が多くなっていたが，平成8年

及び10年の件数をみると，わずかに減少の兆し

が認められた．

心臓系突然死にかぎってみると，心臓に関す

る既往症があった場合と管理されていた場合を

合わせても約3割であり，突然死は誰にでも起

こりうると考えなければならない．既往症では

突然死の危険がほとんどないときれる不整脈で

ある洞性不整脈や完全右脚ブロックの生徒にも

突然死がみられた．

具体例にもあげたように，教師側と本人に病

気の意識の違いや，運動に参加したいという本

人の思いなどにより，実際の教育活動の中では

健康管理に難しい面がみられた．校種間におけ

る健康情報の伝達や，心臓管理を苔らにきめ細

かく行うことと同時に，運動制限内容について

は，本人が-|･分納得することが大事で，主治医

や保護者，担任や養護教諭などが共通理解の上

で見守る必要がある.10歳代では突然死が多

い3，との報告があI),この年代における死因の

特徴であり，日常の健康チェックや，医学的な

知識がさらに必要になってくると考えられる．

「頭痛」を訴える例では脳内出血が多く，頭

痛には重篤な病気の前駆症状が含まれていると

いう認識を持つ必要がある．このことは，杉

浦輔の研究によっても裏付けられる．また，脳

内出血は大人の病気だと考えがちであるが，小

学生にも起こっており，特に頭痛の訴えには十

分な注意が必要である．

運動との関連では，突然死の半数以上にあた

る497件（54％）が運動中やその後に起きてお

り，走・持久走で多発していた．発育・発達期

における児童生徒の心臓管理のあり方が重要で

あり，健康観察や体調管理等が重要である．ま

た，個人の体力や運動能力に合った運動量の配

慮や，生徒の自己管理能力を育てることも課題

である．

5 事故（交通事故を除く）に分類された事例

の状況

(l)「転落・落下」による事故について

小学校低学年の場合は特に，雨，雪，川，溝，

遊具等の環境要因が関わっていることが多く．

生活経験の乏しさ等が推察された．高学年では，

冒険心などから，シャッターの<く、り抜けやひ

きしからの転落などがあり，死亡につながると

は本人が考えてみたこともない危険があること，

自分の命も友達の命も大切だということを学ぱ
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せなければならないと考える．川への転落では，

教師の安全配慮義務5)を問われるような例もあ

り，口頭での注意やその場での約束事では子ど

もたちの命を危険から守りきることはできない

と考えられる．

中学校，高等学校では．危険を軽視した行動

が，転落や落下に結びついている事例があり，

生徒同士が安全意識を高めあうことや，安全な

行動選択ができるスキルの形成が必要である．

(2)運動に関連する事故について

水泳による溺れ（溺死）によるものは，小学

生のプール水泳で，低学年の児童が高学年用

プールで溺れる例や泳力テスト時の例があり，

高学年でも20m遊泳で溺れるなど，泳力の個人

差が影響していることが推察きれた．個々の能

力に合ったきめ細かな配慮が必要である．日

本・体育学校健康センターの水泳事故防止必

携5)の内容を十分理解することや，平成13年の

文部科学省の水泳等の事故防止"等を教育活動

に活かす必要がある．炊事遠足で川に流きれる

などの例では，特別活動の事前の計画を綿密に

行い，引率者全員が役割分担をし安全確保する

必要がある．浜辺で運動部のトレーニング中に

波にきらわれるなどでは，海を安易に考えてい

る実態があるので，その危険や身を守る技術を

身につけることや，ウインドサーフィン部や

ボート部の活動では，ライフジャケットの着用

を義務づける必要がある．

格技等による事故では，上級生や顧問との対

戦での事故や合宿中での事故が目立ち，中1や

高lが他学年に比べて多いことは，技術面での

個人差が考えられる．練習量や技の内容，合宿

中における心身の疲労等にも細心の注意を払わ

なければならない．

サッカーゴール等の体育用具での事故では，

日常点検と管理が大事で，球技のゴール用バー

等はきちんと固定きせる必要がある．

投てき種目では思いがけない動作が事故につ

ながっているが，その背景には，投てき専用の

施設の無いところで練習が行われている現状が

ある．安全に練習ができる人的環境と施設環境

の充実が大切である．

(3)自殺について

国民衛生の動向によると，平成元年度から10

年度までの10年間帥における10～14歳の自殺者

は625人,15～19歳では4, 238人であり，学校管

理下での10年間の自殺と思われる件数68件は氷

山の一角といえる．特に中学校2年，3年に件

数が多いことから，家庭での配感はもちろんで

あるが，学校では思春期精神保健の課題として

考え保護者と連携して取り組んでいく必要があ

る．

6 熱中症他に分類された事例の状況

熱中症による死亡は毎年起きており，事故報

告文から．連動開始の時刻，運動蹴，合宿によ

る心身の疲労など，運動を行う時の注意すべき

点が数多く考えきせられた．熱中症予防のため

のガイドブック91に，環境温度の測定方法や運

動指針が出ているので，事前の指導と対処法を

共通理解し即座に対応できるようにしておく必

要がある．

V ま と め

本調査では，学校健康センター刊行の「学校

の管理下の死亡・障害事例集」の平成3年度版

から平成12年度版までの10年分の事例の実態か

ら，次のような点を明らかにした．

11989年からの10年間の死亡事故発生件数は

年々減少しているが，加入者10万人に対する

比率は1.3から1.6の範囲で横ばい状況にあっ

た．死亡例の実態に学び，死亡事故を減少き

せる一層の取り組みが必要である．

2 学校健康センター加入者数に対する死亡率

は小学校，中学校，高等学校と高くなってお

り，死亡の実態を認識する必要がある．

3 死亡例の実態から，学年別や男女別の死亡

事故状況や要因が大きく異なる．すなわち，

①小学校低学年では交通事故や転落・落下が

多く，②中学校では突然死，③高等学校では

交通事故と突然死が多発していた．また，④

課外指導における男女別発生状況は，男子の

件数が女子の5倍という多さであった．
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以上の結果から，学校安全を目的とした予防

対策は，学年ごとの死亡事故の実態や教育活動

の内容を踏まえた重点的指導や，指導者に対す

る啓発活動など，包括的に行う必要があると考

えられる．

5）入澤充：学校事故と安全配感義務，東京女子

体育大学紀要, 34 : 1-11, 1999

6）文部省体育局監修 日本学校保健センター編：

学校における水泳事故防止必携, 1999

7）文部科学省：「生きる力」をはぐくむ学校での

安全教育, 181-183, 185-186, 2001

8）厚生統計協会：厚生の指標，臨時増刊 国民

衛生の動向鷺38(9)343, 1991 39(9)345, 1992

40 (9) 351, 1993 41 (9) 347, 1994 42 (9) 349,

1995 43(9)354, 1996 44(9)356, 1997 45(9)355,

199846(9)354,199947(9)364,2000
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報~吾 肢体不自由養護学校における医療的ケアの動向
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This report overviewed the history of schools fOr physicaUy handicapped children focus-

ing on the trends of medical care provided there. First, we gathered and analyzed the in-

fbrmation on medical care provided by both national and local boards of education. Sec-

ondly we revealed the contents of medical care of several prefectural and local boards of

education. Finaly, we pomted out the tasks related medical care and proposed our expec-

tation on the guideUnes that wnl be announced by the Mimstry of Education, Culture,

Sports, Sciences and Technology in the fUture.
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肢体不自由養護学校，医療的ケア，都道府県・市町村教育委員会

委員会などで独自に対応せざるを得ない状況で

あり，医療的ケアの定義や取り組み内容につい

ても様々であるが，医療的ケアに関する全国の

動向についてはあまり明らかにされていない．

そこで本研究では，入手出来た資料から都道

府県・市町村教育委員会における医療的ケアの

取り組みの推移を明らかにし，今後，肢体不自

由養護学校に限らず学校における医療的ケアの

在り方を検討するための一資料とすることを目

的とした．

I はじめに

1979年の養護学校義務制により，養護学校へ

の就学対象者が増加すると共に児童生徒の持つ

障害の重度・重複化が報告され始めている．そ

のため肢体不自由養護学校などで医療的ケアを

必要とする児童生徒へどのような支援が必要で

あるか問題となっている．医療的ケアとは，文

部科学省「特殊教育における福祉・医療機関と

の連携に関する実践研究」の実施要項において

「日常的・応急的手当」として疾の吸引や留置

きれた管からの経管栄養，自己導尿の補助等が

あげられており，現在2002年3月まで実践研究

が継続ぎれている段階である．このため学校に

おける医療的ケアについて，まだ統一きれた見

解は出きれておらず，各都道府県・市町村教育

Ⅱ 研究方法

1 都道府県・市町村教育委員会の動向につい

て，各教育委員会や文部科学省・厚生労働省

から出されている答申で入手できたものを分

析した．
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全国に先駆けて，いち早く「臨床指導医」の配

置を開始している．臨床指導医のもと訪問指導

学級から発展したとされる横浜市の小規模養護

学校4校では，主治医と連絡をとりながら子ど

もの「生活行為」の一部として医療的ケアを受

け入れ，研修を積みながら教職員による実践を

重ねてきたのである．

しかし, 1988年の東京都心身障害教育推進委

員会の「就学適正化部会における就学措置の適

正化について（報告)」によって「医療行為を

学校の教職貝が行うことは保健婦助産婦看護婦

法や医師法に抵触するのではないか」と危倶さ

れるようになり，現場では戸惑いが広がった'｝

ことが報告きれている．横浜市ではこの報告を

受けて，1990年に障害児生理管理検討委員会よ

り「養護学校における重度・重複障害児のケア

に関する提言｣21が発表きれ，1992年には手引書

として｢重度・重複障害児の安全指導のために」

が横浜市肢体不自由養護学校の教員へ配布され

ている．

（2）養護学校における重度・重複障害児のケ

アに関する提言

提言の要旨は以下のように述べられている．

「医療技術の進歩に伴い，かって病院内で行

われていた経管栄養や吸引，吸入，導尿等のケ

アは現在主治医の指導を受け，ごく日常的に保

護者が各家庭で行い，これらのケアを必要とす

る子ども達が学校に通学してきた場合，学校に

おいても学校医や主治医，臨床指導医の指導を

受けケアを毎日行っている．これらのケアは疾

病の診断や治療等の狭義の医療行為とは異なる

ものと考えられる．またこれらのケアは，生活

行為の一部とみなされ日々の教育活動の一環と

して学校で行うことが可能であると考えられる．

しかしながら教職員がこれらのケアを安全に

しかも無理なく実施するためには最小限の知識

と技術が必要になり，その習得が望まれるため，

それらを習得しさらに安全に指導を進めるため

医療機関とのより密接な連携が必要である．そ

してこれらのケアは保護者が主治医より個別に

その方法について指導を受け，それぞれの子ど

2 全国の肢体不自由養護学校205校の養護教

諭を対象として2001年度に質問紙郵送調査を

行った．調査内容は医療的ケアの実施状況等

（養護教諭．担任，看護婦，訪問看護婦等）

で40県,89校の養護教諭が回答，回収率

43．4％だった．

3 束京都教育庁指導部，茨城県特殊教育課の

聞き取り調査，および医療的ケアを行ってい

る4校の養護教諭，看護婦に面接し，医療的

ケアの実際を観察した．（この2，3の結果

を以下本文では実態調査とした.）1，2，3

の結果の他，特殊教育関連・養護教育関連の

研究論文，雑誌などの文献や資料を収集し分

析した．

Ⅲ 結 果

まず，医療的ケアに関して先進的に取り組み

がなされてきた4都道府県・市町村教育委員会

について述べ，次に資料が入手できた答申や支

援事業の取り組みについて述べた．必要に応じ

て実態調査の結果を紹介した．最後に文部科学

省が10県を対象とした「特殊教育における福

祉・医療との連携に関する実践研究」について，

回答のあった9県の実施内容の一部をまとめた．

1．4都道府県・市町村教育委員会における医

療的ケアの取り組み

ここでは医療的ケアに先進的に取り組んでお

り，また医療的ケアの定義や実施条件，看護

婦・医師の派遣状況など取り組み内容に違いが

みられる4都道府県・市町村教育委員会につい

て表1に示した．4都道府県・市町村において

どのような取り組みが行われているのか，また

養護教諭と看護婦が派遣または配置されている

（名称は看護婦，学校看護婦，非常勤看護婦，

看護指導員等様々だった．今回は看護婦とまと

めた）場合の職務分担や協働して行っている職

務について着目し，その内容を以下にまとめた‘

l)横浜市教育委員会における取り組み

（1）医療的ケアへの取り組みの経緯

横浜市では1969年に「在宅心身障害児家庭訪

問制度」として訪問教育をはじめ，1972年には
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表1 4都道府県・市町村教育委員会における医療的ケアに関する取り組みの内容

676

内容刷凹

細告・11粟名

横 浜 市 東 京 師 宮 嘘 鼎 尼 崎 市

1997（平成9）年

錠腰学校への着謡蝿配肚に伴う君護

行為の依甑手鵠きの概要

1990（平成2）年

饗霞学校における血唖・肛襖障害児

のケアに間する提甘

1991（平成3）年

医鰯行島を必要とする児血 生徒の

敏汀のあり方について（報告）

1997（平虚9）年

醤医蝦行為通学児肛生徒学押支擾事
栗

－－－－－
医砺行為を必要とする児血・生徒の

救育措田等検討書日会
検村委口金名 障害児生哩軒琿検吋養批会

生沽行あの一部

学校で，敬耐門勤の一IRとして行

うことが可能な行鞠

君壌行為

巾軟育委貝会が，訪問冠設セン
ター君護婦を配阻．学佼管理下に

おいてﾛI能であると校長が認めた

児血生徒の石亜行為を行う

吸引，導尿，経祷栄養，気管カ
ニューレの軒理，与薬（薬液の吸

入含心)，舛砺の処囮，その他(学

生生活を送る上で，必淫な君護行

為）

なし

医蝦行為

教融口が，保護者の不在竿やむを

得ない理由の珊合に行わざるを神

ない行蜀

咲蠅的行あ

保投打が，妨間府襲制度を利用す

ることにより，介腰負担を軽城し

敦汀の杵及奨肋を回ることを目的

とずる

医蠅的ケアの

捉え方

吸ﾘ1，弾胤 経管栄錠（留吐され
ている杵からの注入，Wろう)、

吸入

散仙’建設教餉

吸引，導尿．経管栄養，酸緊吸人
気管カニューレの管理

吸引，認承，粍軒栄喪，気特カ

ニューレの符理，その他（主治医

が学校において曲1M1冊投錨が当践

医僚行為を1~fうこと|こ支障がない
と蛆めたもの）

内容・範囲

実 施 巻

医師の配旺

教貝，尭護教曲，学校埼護蝿

曲床柑押医

児血・生徒の健服椅理と敬暉への

医鯉上のスーパーバイザーとして

曲床折弾にあたる

拓導医

年間35回の検診及び描尊

医蝦的ケアを必要とする児繭・生

徒の検診を行い，医学的知歯・技

能，救急時の対応等を拓導・助面

を行う

必要に応じて校内研作，研究竿へ

の拓導・助芭を行う

なし

医師の哩萄に

ついて

訪問沼護センター所属の芯護田

（常駐）

スクールバスにも同乗して安全確

保を行う
主治医の新亜楯示啓で示きれた莉

護行為を行う

新亜栂の配、 なし 学校看護蝿（常駐）

医蝋技術段として，佼艮等の上官l

の拓揮監督を受け，医掘的措丘な

ど新亜に関する乗務に従事する

坊iII箭遁閏（撮遺）

保亜打の学校祁在時町を珪礎とし

て保謹行と学校が訪阻研痩ステー

ションの利用時岡区分に従い，唱
濃して定めた時川

主治医が学校において訪問霜護蝿
が行うことに支障がないと認めた

医概行為

狩護蝿の口溺
について

もに合わせて日々家庭において実施しているの

で，学校において教職員が行う場合には保護者

の同意が必要であるとともに実施上の細やかな

方法等についても十分話し合い，保護者の意向

にそって行うことが望まれる．また学校医や主

治医，保護者との連携を密接にし協力しあって

より安全にケアを進めることが大切である.」

上記のような提言に基づき，同委員会ではさ

らに安全に医療的ケアを行うための対策として

教職員の研修の充実，手引き書の作成，保護者

との連携の充実，その他（臨床指導医派遣事業

による教職員への指導の充実や施設・設備の改

善）があげられている．この中でとりわけ障害

の重い児童生徒の教育については「生命を維持

すること」「日々の健康状態を保持すること」

の関わりが重要な指導領域となっており，この

領域で取り扱われている内容は食事・呼吸に関

すること，その他（発作への対応，蕊 環境づ

くり）があげられ，教育活動の中で担任が中心

となって医療的ケアに取り組んでいる．また担

任を中心として全教職員が臨床研修を組織的に

積み重ねあっており，万一の事故の際における

責任についても，教育委員会と臨床指導医が責

任を分担することを明確にしている3)．

（3）養護教諭の職務の実際

実態調査から肢体不自由養護学校の養護教諭

の職務と医療的ケアを表2にまとめた．朝や随

時の健康観察によりバイタルチェックや教室の

巡回，温度や湿度の調整，学校施設や教室の環

境整備，呼吸障害の症状や対応，食事指導前の

観察とチェック，誤嚥やてんかん発作，発熱・

低体温の対応，服薬管理などが行われていた．

横浜市は看護婦の導入はなく，吸引や経管栄養

などの医療的ケアは主に担任を中心に行われて

おり，養護教諭の実施は，各学校の実態によっ

てその内容や範囲は異なっていた．現在の課題

としては学校規模が大きくなり，児童生徒への

きめ細やかな鍵康観察や健康状態の把握等が難

しくなってきているため養護教諭が各学部へ1

人ずつ配置きれることを望む回答があげられて

いた．他の都道府県，市町村では児童生徒の実

態により，担任，養謹教諭，看護婦，訪問看護
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養護学校においては児童生徒の障害の重度・重

複化，多様化が著しく，生命の維持や健康管理

について配慮を要する児童生徒が増加傾向にあ

る．ざらにここ数年，経管栄養や淡の吸引等，

医療行為の必要な児童生徒が就学し，その教育

措置や学校生活のあり方等，様々な問題が提起

きれてきている．このような課題に対処するた

め，長期展望に立ち，解決のための指針と成る

考え方や対策について，児童生徒の生命を尊重

した教育を行うこと，教育・医療・福祉の連携

を図ること，という視点に立って協議をした.」

そして医療行為の示す内容として｢経管栄養(口

腔，鼻腔，胃ろう），呼吸維持装置（カニュー

レの管理)，吸引（疾等)，強制排尿（導尿，人

工尿路の管理)，人工呼吸装置の管理，酸素吸

入，挿管（エアウェイ)」をあげている．その

上で「このような医擬行為を必要とする児童生

徒の教育措置」として「原則として訪問学級と

婦等が医療的ケアにかかわっていた，

2）東京都教育委員会の取り組み

（1）医療的ケアへの取り組みの経緯

東京都は養護学校教育の義務制実施以前の

1973年より，障害児の希望者全員就学の許可方

針を示した．その後，医療的ケアを必要とする

児童生徒の対応に関して，東京都肢体不自由養

護学校長会から見解を求められ, 1988年に東京

都心身障害児教育推進委員会の第四部会（就学

適正化部会）の報告書「就学措置の適正化につ

いて」では以下のように述べている．

「東京都は1974年度から就学を希望するすべ

ての心身障害児に義務教育を受ける機会を保障

することを基本的な理念として希望者全員就学

を実施した．1979年度には，養護学校教育の義

務制が実施きれ従来は就学猶予・免除の手続き

をしていた重度・重複障害児も養護学校に就学

することとなり，その結果とりわけ肢体不自由

表2 肢体不自由養護学校での学校保健業務と医療的ケアの実施者（養護教諭回答N =87)

実 施 者 訪 問
看護婦

(n =20)

関
乃

機
雫

皿
鋤
７
１
６

２
９
２

０
０
９
’
８

９
６
５
８

３
ワ
］

ワ
】
ワ
］

勺
１
２

２
２
『
１
｜
ヨ
ー

１
４

。
ｌ
己
１
屯
１

ワ
］

療
ｎ

医
く

保護者

(n =87)

看護婦

(n =10)

担 任

(n =87)

蓋護教諭

(n =87)
保健業務

54

11

16

37

０
０

６
８

９
４

８
６

５
６

５
４
５
－
５

５
４

１
１

写
ｊ
５

１
５

９
０

５
６

４
６

５
’

２
３
’

３
５

５
１

写
ｊ
５

１
５

９
０

５
６

４
６

５
’

２
３
’

３
５

５
１

82

33

26

７
６

５
２

３
７

０
３

２
３

２
６

９
’

２
９

２
２

８
８

８
８

７
６

１
２

２
１

１
１

１
１
１
’
５

３
１

３
４

６
７

０
６

５
０

２
１

３
３

３
３

３
２

２
２

２
２

２
３

31

３
１

０
５

７
８

０
９

８
２

５
１

３
２

２
１

２
１

１
１

２

5 55

吸引

経管

栄養

導尿

吸入

咽頭手前

鼻腔内

気管カニュー

鼻腔管留置に

胃ろうからの

自己導尿の補

導尿の実施

薬液

水分

酸素
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する．これに該当する児童生徒の実態等につい

て総合的に判断し，通学生として措置する場合

もある．この場合の児童生徒の医療行為に関わ

る介助は，原則として保護者が行う.」として

いる．しかし，以上のような原則にも関わらず，

保護者の付き添いを条件とした医療行為（医療

的ケア）を必要とする児童生徒の通学が多くみ

られたいことが報告きれている．そのような現

状を受けて, 1991年に医療行為を必要とする児

童生徒の教育措置等検討委員会は「医療行為を

必要とする児童生徒の教育のあり方について

（報告)｣5)を発表した．

（2）「医療行為を必要とする児童生徒の教育

のあり方について（報告)」の報告

この報告では「医師が医療行為の危険性の程

度と保護者の知識・技術の習得の程度を判断し

保護者の行うことのできる具体的事項を指示す

ること，保護者はその結果を医師に報告すると

共に医師はフォローアップする義務がある.」

と条件づけている．また「学校で行われている

淡の吸引や経管栄養等は法的には医療行為」と

し生命に関わる危険性もあり慎重に対応する必

要性を述べながらも，「保護者の不在等により

学校の教職員が行う場合も，一人ひとりの児童

生徒の障害の状態，身体症状，健康状態に即し

て医療行為の危険性，難易度，対応者の技量・

経験等により看護婦，養護教諭等が行うことが

できる範囲について医師と十分相談し，その判

断と指示を受ける必要がある．特に学校で医療

行為を行う場合は，保護者，医師，学校関係者，

それぞれの協力と理解，信頼関係が十分築かれ

る基盤をつくる必要がある.」としている．そ

の具体的方策として，就学相談体制の充実，指

導医の配置，学校保健体制の整備・充実，教員

の研修の充実，手引書の作成をあげ，医療的ケ

アの対象者について特定の条件のもとで特定の

ケアを，特定の教職員が行うことを認めてい

る．1992年には「肢体不自由養護学校における

医療体制整備事業｣が策定され，1994年には｢救

急体制整備事業」が開始きれている．また手引

書として「医療的配慮を要する児童生徒の健

康・安全ハンドブック」（1993-1994）を都内

養護学校等に配布している．

東京都教育委員会や都立養護学校の養護教諭

から行った聞き取り調査では，医療的ケアへの

取り組みは設置状況の違い（医療機関隣接校か

単独校か）や，医療的ケアを必要とする児童生

徒数．校内の職員による協議などによって，各

学校ごとに対応が異なっている現状にあった．

（3）養護教諭と看護婦の職務の実際

医療的ケアの実施については都立養護学校の

特徴として学校規模が大きく，医療的ケアを必

要とする児童生徒が多い場合があり，主に看護

婦が医療的ケア実施の中心となる，教員と看護

婦が中心となる，保護者も実施している等様々

である．学校看護婦の斎藤"はlケースごとに

個別の実施マニュアルを作成し，実施にあたっ

ては看護婦と担任が複数で関わり，ケア実施方

法の確認を行っていることや，進級に伴って学

部や担任がかわったりすることがあるため，そ

のような場合に看護婦がつなぎの期間にケアの

実施を行うことも考えられることを述べている．

また医療的ケアに中心的に関わっていくために

は，各校2名の看護婦では限界があり，十分に

担っていくことができない，として看護婦と担

任とが連携をとりながら役割分担をしていく重

要性を述べている．

また実態調査からは，教員と学校看護婦，養

護教諭が行っている場合もあり，学校によって

は看護婦と養護教諭が同じ内容の医療的ケアを

担当しているところもあれば，養護教諭よりも

幅底いケアを学校看護婦が担当しているところ

もあり，様々な職務状況にあるという結果が得

られている．実態調査の回答の中には「養護教

諭は教育職 看護婦は行政職で配置きれている

ので，勤務が微妙に違う．養護教諭2人，看護

婦2人いると一般教諭は誰が養護教諭か分から

ないこともある.」等があり，役割の分担と協

勵の困難を述べていた．面接をした養護教諭は

養護教諭と学校看護婦の計4人職務分担につい

て「ひとり一人の担当職務やケースによって分

担する職務，共同して行う職務，校務分掌等に
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ションの利用時間区分に従い，保謹者と校長が

協議して決めること，保護者が訪問看護ステー

ションを利用した場合の経費については，県が

別に定めるところによりその一部を助成するこ

とが示されている．

（3）養護教諭と訪問看護婦の職務の実際

実態調査による宮城県の養護教諭は，医療的

ケアの実施者は訪問看護婦や隣接医療機関，保

護者が中心に行っており，養護教諭や教員はケ

アの実施には関わってはいないと述べていた．

養護教諭と訪問看護婦の職務分担や協働して

行っている職務については，養護教諭は学校保

健計画に基づき保健指導や環境衛生管理等を行

い，訪問看護婦は医療的ケアを必要とする児童

生徒に関わりケアを行うという職務分担がなき

れている．しかし訪問看護婦の勤務時間が限ら

れているため，対象児について教職員や保護者

と共に話しあう時間を持つことが難しいことや，

近隣に訪問看護ステーションがないこと，夏場

などの水分補給や障害の進行等により常時では

なく時期的に医療的ケアが必要となる場合など，

訪問看護を受けたいと思っても利用できなかっ

たり，校外学習・宿泊学習時には訪問看護婦の

派遣を適用することができないなどの課題があ

げられていた．また渡部9)は，訪問看護ステー

ションの看護婦が不足しているために，保護者

が希望するだけのサービスを受けられるかと

いったことが最大の問題点であることを指摘し

ている．

4）尼崎市教育委員会の取り組み

（1）医療的ケアへの取り組みの経緯

兵庫県では県と市町立の肢体不自由養護学校

があり，設置主体が違うため様々な取り組みが

なきれている．1993年度の兵庫県肢体不自由養

護学校長会は医療的ケアの問題に対して「教員

による医療行為は学校では行うことはできない，

もし医療行為等が必要な場合は保謹者に付き添

いを依頼して対応すること」を原則とした．し

かし, 1996年度になると当面の「医療的配感」

の取り組みについて見解が示きれ，各校の実情

に最適なる対応を講じることときれた．

ついて話し合いながら，執務分担の一覧を年度

毎に作成，分かりやすく表にしている」と述べ

ている．

3）宮城県教育委員会の取り組み

(1)医療的ケアへの取り組みの経緯

1997年度以前の医療的ケアを必要とする児童

生徒の就学状況は，ほとんどが訪問教育の対象

であり，通学生の場合は保護者が付き添い看護

にあたり必要ときれる医療行為については保護

者の手で行ってもらうことを原則としていた．

訪問看護婦の派遺が開始された経緯としては，

長時間保護者が児童生徒へ付き添わなくてはな

らないため心身両面での負担が大きい，と保護

者から訪問看護を学校訪問に利用できないか，

と訪問看護ステーションへ相談したことがきっ

かけであった6)ことが報告きれている．その後，

現行の訪問看護（老人保健法，健康保険上の訪

問看護事業）では「家庭ないし居宅において行

う」と規定きれているため，学校訪問では健康

保険等の制度は適用されないが「訪問看護ス

テーションからオプション（全額自己負担）の

形で行うことは可能」との見解から保護者が県

の方へ依頼した経過をたどっている．

（2）要医療行為児童生徒学習支援事業

「要医療行為児童生徒学習支援事業｣帥は，訪

問着護制度を利用することにより特殊教育諸学

校に通学する医療的な行為を必要とする児童生

徒の保護者の介護負担を軽減し，学校における

教育の普及奨励を図ることを目的としている．

事業の対象となる医療行為の範囲としては経管

栄養，淡の吸引，導尿，気管カニューレの管理，

その他（医療行為であって主治医が当該児童生

徒につき学校において訪問看護婦が当該医療行

為を行うことに支障がないと認めたもの）があ

げられている．また訪問看謹ステーションの利

用について，保護者が自己の責任において訪問

看護ステーションを利用できるときれ，主治医

の承認を受けて事前に校長に申し出ること，ま

た訪問看護ステーションの利用時間は，保護者

が医療行為を行うために学校に滞在しなければ

ならない時間を基礎として，訪問看護ステー
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（2）養護学校への看護婦配置に伴う看護行為

の依頼手続きの概要

尼崎市では1997年に「養護学校への看護婦配

置に伴う看護行為の依頼手続きの概要｣'01が出

きれ，学校での看護行為に伴う保護者の負担軽

減を図ることを目的とした支援事業が開始され

た．その内容としては，メディカルケアシステ

ム訪問看護センター所属の看護婦が学校に常駐

するほか，遠足・見学・宿泊訓練（泊は伴わな

い）への付き添い，スクールバスヘ乗車して安

全確保を図る，医療機器の管理などが職務内容

としてあげられている．また実施対象とする看

護行為として，与薬（薬液の吸入を含む)，擁

の吸引，気管カニューレの管理，導尿，経管栄

養，褥創の処置，その他学校生活を送る上で必

要な看護行為があげられている．

（3）養護教諭と訪問看護婦の職務の実際

尼崎市では訪問看護婦が常駐しているため，

医療的ケアの実施だけでなく，教職員対象の実

技研修や打ち合わせにも参加でき，医療面から

のアドバイスを受けやすい状況にある．また中

村'1'は，看護婦と養護教諭との業務提携として

「情報交換の徹底，健康点検を共に行い，養護

教諭は本来職務に専念し，看護行為に関わる事

柄のみ看護婦に委ねる」ことや「養護教諭との

仕事の重複はない」ことを述べている．しかし

著者らが行った調査から，養護教諭と看護婦と

の職務を明確にしないと仕事内容や実施が難し

いとの課題があげられている．また一方で，配

置きれた訪問看護婦に医漂的ケアを全て任せる

のではなく，教員や養護教諭も研修を受けて，

医療的ケアを行うことができるような体制がつ

くられている段階にある12)ことが報告されてい

る．

2．各都道府県・市町村教育委員会における医

震的ケアの取り組み

現在，医療的ケアに関する取り組みは1990年

代に入ってから全国各地で行われ始めており，

医療的ケアに関する答申は2001年現在13都道府

県・市町村教育委員会で出きれている．また訪

問看護婦の派遣や非常勤での看護婦の配置など

の支援事業も11都道府県・市町村教育委員会で

行われている．各都道府県・市町村教育委員会

における医療的ケアに関する答申や支援事業に

ついての全国の動向は表3にまとめ，以下には

支援事業が行われており，その詳細について文

献や資料が得られた4都道府県教育委員会での

取り組みを示した．

1)大阪府教育委員会の取り組み

1990年に大阪府教育委員会によって「医療と

の連携に関する委員会」が発足し，1991年には

「医療との望ましい連携について（報告)｣I帥が

まとめられている．報告では医療的ケアを「健

康の保持増進に対する特別な配慮という観点か

ら，ヘルス・ケアの一環として考えることがで

きる」としたが，ヘルス・ケアについて「医療

行為であるか否かは児童生徒の状況によって異

なり，ざらに在宅医療の重視など医療の動向が

変わりつつある現在，その行為の是非について

結論を出すことは困難である」と述べている．

そして府立養護教育諸学校在籍児童の実態のう

ち，肢体不自由・病弱の両校で児童生徒15名に

1人が医療的ケアを必要とし，10人に1人が突

発的な生命の危険があることや，学校によって

異なる取り組みがなぎれているため関係者間に

不信感が生じたり，万一何らかの事故があった

場合の責任の所在について不安感がぬぐいきれ

ない現状を述べている．また提言として，医療

的機能を含む養護学校や養護学校に隣接する医

療機関の設圃をあげている．その後，1995年に

は大阪市独自で医療的ケアに関する直接の指導

者という形で看護指導員派通事業が大阪養護教

育振興会を通じて開始され，一般校の養護学級

や養護学校へ1日4時間勤務でケアの実施や教

職員への指導・助言が行われた．また1996年に

は大阪府の支援事業として宿泊を伴う行事にお

ける看護婦の付き添いが予算化きれている．

佐々木・丹羽14)の調査では，府立肢体不自由

養護学校8校中4校が看護婦付き添いの宿泊行

事を経験しており，児童生徒の行事参加に関し

て条件整備の一環として看護婦付き添いの重要

性を報告している．また一方で，大阪市の看護



伊藤ほか：肢体不自由養護学校における医療的ケアの動向 681

指導員派遣事業については看護指導貝から「小

学校や中学校，養護学校の体制が違い，学校に

よってやり方を変えなければならず非常にやり

づらい」ことや「先生方がケアを習得してきて

おり自分達は何をしたらよいのか」など，学校

側として看護指導貝がどのように働いたらいい

のか，検討委員会でも考えて欲しい1局)との意見

が述べられている．

2）神奈川県教育委員会の取り組み

1993年「障害児教育関連医療研究協議会のま

とめ｣'6)において医療的ケアを必要とする児童

生徒への対応における基本的な考え方を「生命

の維持や健康の保持にどうしても必要であり，

学校においても実施せざるを得ない実態もある

ことから児童生徒に保健衛生上（あるいは人体

に対し）危害を及ぼす恐れがないよう，必要な

処置・配慮がなされた上で，医師や保護者の要

請に基づき学校で定めた手順に従って行われた

場合は教育指導上必要な行為の一つとして捉え

てもよいのではないか」としている．また支援

事業として1996年には「重度・重複障害児担当

医師派遣事業」が開始ざれ医師の指導のもと教

職員によるケアの実施体制が進められている．

3）千葉県教育委員会の取り組み

1997年「障害児教育の課題と今後のあり方に

ついて｣'諦では肢体不自由養護学校の児童生徒

の22.9％が「経管栄養や吸引，導尿，褥創管理，

自己注射，与薬，酸素吸入等」を必要としてい

る現状が示されており，医療的ケアについては

「学校生活において教育上の医療的配慮を要す

る援助行為（医療的援助行為)」と述べられて

いる．また教職員が対応する場合は「個々の事

項や児童生徒の障害の状態及び社会状況や医療

を取り巻く環境の変化等を踏まえて指針を示す

ことが重要」として，随時指針の見直しを行う

ことが報告されている．同年，支援事業として

実践研究協力校に指導医を配置して，試験的に

教職員が対応している段階にある．実践研究協

力校では，まず校内医療的援助行為検討委員会

が設置され，校内の実態把握や手続きの進め方

の検討，講義・実技研修，実施上の手順および

方法など校内検討委員会と医療機関との連携に

ついて実践的検討が行われた鴫}ことが報告され

ている．

4）茨城県教育委員会の取り組み

2001年「障害児教育のあり方について－医療

的ケアを必要とする児童生徒への支援体制の確

立について－｣'9)が出され，医療的ケアについ

ては「看護婦又は必要な研修を経た教員等が特

定の児童生徒に対して，一定の体制・手続きの

下で実施する痩の吸引，経管栄養，気管切開部

の管理，導尿の補助等の日常的・応急的手当」

と定義されている．また同年「医療的ケア支援

事業」として，肢体不自由だけでなく知的障害

を対象とした養護学校など，医療的ケアを必要

とする児童生徒が在籍している7校の養護学校

を対象に看護職員が派遣されている．

実態調査からは．医療的ケアの実施者につい

て県教育委員会では看護職員と研修を受けた教

員としているが，学校によっては支援事業対象

校における学校長会や教職員全体での検討の結

果から「文部科学省や厚生労働省からの明確な

見解が出きれていない現状で教員の医療的ケア

実施は行わない」との方針が示されているとこ

ろもあった．また養護教諭と看護職員の職務分

担については，養護教諭は従来の学校保健業務

を中心に児童生徒全体の健康管理や情報の把

握・整理を担っており，看護職員は医療的ケア

対象児について健康管理や情報の把握・整理，

ケアの実施を担っていた．協働して行っている

職務については，各学校によって異なっており，

支援事業1年目のため試行錯誤している段階で

あった．

3．文部科学省・厚生労働省の医療的ケアに関

する実践研究の開始

上記に述べたような医療的ケアに関する全国

の動向の中，1998年度より文部科学省は「特殊

教育における福祉・医療との連携に関する実践

研究」を10県に委嘱し，教育関係機関と医療・

福祉関係機関それぞれの機能をより効果的に果

たすための医療的バックアップ体制のあり方等

について実践的な研究を2002年度まで継続して
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表3 各都道府県・市町村教育委員会等の医療的ケアに関わる動向
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年 度

1969(昭44）

1972(昭47）

各都道府県・市町村教育委員会の答申・報告 支援事業・実践研究に関わる事項

横浜市常在宅心身障害児家庭訪問制度

横浜市：臨床指導医の配置開始

東京都：都立特殊教育諸学校への入学希
望者全員入学許可方針を発表

1973(昭48）

東京都：心身障害教育推進委員会｢第一次報告第四部会(就
学適正部会)」

横浜市：障害児生理管理検討委員会「養護学校における亜
度亜複障害児のケアに関する提言」

東京都：医療行為を必要とする児童・生徒の教育措世検討
委員会「医療行為を必要とする児童生徒の教育の
あり方について（報告)」

大阪府：養護教育研究会「今後の養護教育のあり方に関す
る調査報告書」：医撫との連携の在り方に関する
検討委員会「大阪府立養護教育諸学校における医
療との望ましい連携について」

埼玉県：埼玉県特殊教育振興協議会「本県における特殊教
育の振興について」

国立特殊教育総合研究所：病弱研究部「謎護学校における
教育と医療の連携に関する研究報告智」

神奈川県：障害児教育関連医擦研究協議会「障害児教育関
連医療研究協議会のまとめ」

滋賀県：障害児教育と医療の連携検討委員会「障害児教育
と医療との連携について（提言)」

高知県：心身障害児教育振興対策協議会「学校生活におい
て医療行為を必要とする児亜生徒の教育対応につ

いて」

1988(昭63）

1990(平2）

1991 (平3)

東京都：医療体制整備事業（～1993年ま
で）

1992(平4）

1993 (平5)

東京都：救急体制整備事業
1994(平6）

大阪市：看護指導貝派過事業
1995(平7）

神奈川県：亜度・璽複障害児担当医師派
過事業・修学旅行に医師同行

大阪府：一泊を伴う行事における着護婦
付き添いを予算化

千葉県寺実践研究協力校に指導医の配置
宮城県：要医療行為通学児童生徒学習支

援事業・訪問着護婦の学校配置
尼崎市：聾護学校への着護婦配憧に伴う

着謹行為の依頼手続きの概要

1996(平8）

千葉県：障害児教育検討委員会「本県障害児教育の課題と
今後のあり方について（答申)」

神戸市：盲・養護学校における亜産・亜複障害児の健廉管

理とそれに伴う教育措置に係わる検討委員会「肢
体不自由養護学校における医療的ケアについて
（報告)」

沖縄県：医療行為を必要とする児童生徒の教育対応検討委
員会「医療行為を必要とする児亜生徒の教育対応
について」

兵庫県：障害児就学指導審識会「高等部の訪問教育及び医
漂的配慰を必要とする児童生徒の対応について」

千葉県：第二次障害児教育検討委員会「本県障害児教育の
課題と今後のあり方について」

大阪市：薙護教育審議会専門調査委員会「福祉・医擬等と

の連携について－医療的ケアを必要とする児童生
徒について－」

1997 (平9)

障害児・者の療育・医療に携わる関東地
区医師有志：「要望番」提出
文部省：「特殊教育における福祉・医鍜

との辿挑に関する実践研究｣(～

2002年まで）

滋賀県：亜庇障害児訪問君護利用助成事
業(2000 )

鳥取県：医療行為が必要な通学児童生徒
学習支援事業(2000)

山口県：メディカルサポート研究会発足
（2000）

山梨県：障害児教育研究会発足(2000)

秋田県：医療的ケアが必要な通学児童生
徒学習支援事業

茨城県：医擁的ケア支援事業

1998(平10）

1999 (平11)

2000(平12）

茨城県 障害児教育推進会識「本県における障害児教育の
あり方について－医療的ケアを必要とする児童生
徒への支援体制の確立について－」

2001 (平13)
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いる．また実践研究を開始するにあたって厚生

労働省や日本医師会，日本看護協会の協力の下，

関係機関との連携を図りながら実施要綱が作成

されている．その実施要項の中で教職貝が医療

的ケアを行う場合の名称を「日常的．応急的手

当」とし，また教職員が実施することができる

日常的．応急的手当の内容を「①咽頭より手前

の吸引 ②咳や嘔吐・嘔鳴等の問題のない児童

生徒で留置きれている管からの注入による経管

栄養 ③自己導尿の補助」と示した・医療的ケ

アの範囲のその他は4県で気管カニューレの管

理，酸素・薬液吸入，経口．てんかん発作時の

座薬等の与薬，留鼻経管による水分補給，人工

肛門・膀胱ろうのケアや「保護者が日常的に

行っている限定した医療的生活行為」「看護婦

資格を持たない教員が実施しても危険性が少な

いと主治医が認めた行為」等があげられていた.

また，「文部科学省が定めた3項目の医療的ケ

アは教職員が行い，それ以外の医療的ケアは看

護婦が行う」とする県もあった．表2にあげら

れていたのと同様様々なケアが行われていた．

この実践研究は現在も研究が継続されている段

階であり，統一きれた見解はまだ出きれていな

L'. 2000年度までの実践研究指定県（回答の

あった9県）の各取り組み状況については’第

48回日本学校保健学会（宇都宮市, 2001)にお

いて発表し，まとめた鯛)．9県の記戦内容の一

部を表4示した．

その結果，県によってその取り組みは様々で

あることがわかった。

Ⅳ 考 察

今回は先進的に医療的ケアに取り組んでおり，

また取り組み内容に違いがみられた4都道府

県・市町村教育委員会やいくつかの県の動向に

ついて着目した．表lに示したように看護婦や

医師の派遣または配置がきれていても取り組み

の内容は様々であることがうかがえた．例えば，

東京都と横浜市は指導医（臨床指導医）のもと

で教職員でも医療的ケアを行うことができる点

で共通しているが，医療的ケアの位置づけにつ

いては横浜市が「教育活動の一環として行うこ

とが可能であり，生活行為の一部である」と捉

えているのに対し，東京都は「保護者の不在等

やむを得ない理由の場合に，教職員が行わざる

を得ない医療行為である」と捉えている．また

横浜市は教職員を中心として医療的ケアの体制

を整えており，看護婦の配置はなきれない方向

のようである．それに対して東京都の場合は，

養護教諭の複数配置と共に学校看護婦の複数配

置，常勤での配置がなきれていることも相違点

としてあげられる．

しかし東京都の取り組みに対して齋藤211は，

いくつかの問題を提起している．まず第一に訪

問教育，通学時の保護者つきそいの方針は残っ

たままであること，第二に医療的ケアの必要な

児童生徒への行事参加等は枠外にきれているこ

と，第三に教員の配置数の不備あるいは衛生管

理のための教室環境整備，施設設備などは手つ

かずの状況であること，第四に財政的問題によ

る改善・改革の遅れなどである．横浜市や東京

都の取り組みでは，平田・溝田22)が述べている

ように「医療的ケアの必要な児童生徒と具体的

なケア内容を把握するシステムの整備や指導医

等による研修体制や継続的な教職員への技術的

指導の整備，緊急救急体制の整備」を特に重視

して取り組んでいることもうかがえる．ざらに

平田らはこれらの整備がうまく運営きれていく

ために，校内検討委員会の発足や関係者との定

期的会議の開催について，各学校で築いていく

べき体制として強調している．

また宮城県と兵庫県尼崎市の場合は，訪問看

護婦制度を利用し，ある一定までの費用を自治

体が補助している点は共通しているものの，そ

の配置形態は宮城県では保護者と学校が訪問看

護ステーションの利用時間区分に従い，協議し

て定めた時間帯のみの派遣に対して，尼崎市で

は看護婦は常駐しておりスクールバスヘの同乗

や校外学習・宿泊学習時への付き添いも可能で

ある点が異なっている．

医療的ケアの捉え方として宮城県は「医療的

行為｣，尼崎市「看護行為」としており，医療
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県 榔
○

も
ｖ
Ｊ
Ｄ鹿児島和歌山 広島 高知福島 神奈川 静岡 三堂

項 目

○
◇

○ ○①医療的ケアの捉え方

②3項目以外のケアの範囲

③看護婦の配世

④指導医の配置

⑤医療的ケアの実施者

⑥養護教諭と看護婦の職務

○
◇
◎
。

▽
○

◇

◇
。
◎

△
○

。
◎

▽
○

。
◎

▽
○

。
◎

▽
○

●
▼
○

●
▲

●
▼

○：記載あり 空欄：記栽なし ◇：その他あり ◎：配瞳あり ●：主治医・学校医で対応 ▽：看護

婦十教諭十養護教諭 △：看護婦十教諭 ▼：保護者十教諭十養護教諭 ▲：教諭十養護教諭

に従事するものが行う行為という共通点がみら

れる．

このように医擦的ケアに関する取り組みは大

別すると①教職員が中心になる，②常勤，非常

勤による看護婦，訪問看護センター等から着護

婦の派遣による取り組みの二つに分けられる．

しかし，きらに各自治体によって医療的ケア

の捉え方や教育活動上の位置づけ，医療的ケア

の実施条件や内容・範囲などの違いがみられ，

また学校の設置形態の違いや，医師・看護婦が

派遣きれていても予算の確保や制度化が難しい

こと，養護教諭との戦務分担の明確化，医蝦的

ケア対象児が多い場合やケアの時間帯が重なる

場合の対応など，新たな課題もあげられている．

各自治体の取り組みを概観すると，歴史的な

背景や医療・福祉・教育機関の地域差や各学校

による連携体制，医療的ケアの捉え方，学校の

設置形態，支援事業の有無など様々な違いがあ

り，一つの方向性で医療的ケアの取り組みを指

し示すことは困難であることが考えられる．

このため各自治体はそれぞれの学校や生徒の

実態に応じた対応を検討し進めることが重要で

あると思われる．

また文部科学省や厚生労働省から医療的ケア

に関する方針が示きれていないために，取り組

みが見送られている自治体のことを考えると，

文部科学省「特殊教育における福祉・医療との

実践研究」の結果から医療的ケアに関する見解

と共に医療・福祉機関との連携体制の確立を図

る方策が示きれることが望まれる

V おわりに

本研究では，医療的ケアに関する答申や支援

事業の動向について焦点をあて，その歴史的推

移を概観し今後の医療的ケアにおける在り方を

探った．その結果，現在までに医療的ケアに関

する答申は13都道府県・市町村教育委員会で出

されており，支援事業も11都道府県・市町村教

育委員会で行われており，特色ある独自の取り

組みが明らかになった．

文部科学省から障害を持つ児童生徒の就学基

準の緩和が発表されており231，今後肢体不自由

養護学校などの養護学校だけでなく，一般の

小・中学校にも障害を持つ児童生徒の在籍が増

加することが推測される．養護学校の取り組み

はこれから普通学級での医療的ケアを必要とす

る児童生徒の支援のモデルとなると思われる．

今回入手できた資料に限界があり，各地で行

われている取り組みが十分に紹介出来なかった．

今後きらに継続して明らかにしていきたい．
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高校生の友人に対する性に関する

援助ニーズ，被援助経験，被援助満足感

一援助の互恵性の観点から－

報 告

五十嵐 哲 也

筑波大学大学院博士課程教育学研究科

Support Needs, Experience, and Satisfaction of Bemg Supported

from Friends about Sexuahty among High School Students

: ReciproCity of Support

Tetsuya lgarashi

DGcrpmI Prcgmm m Ed"cα"･",【加即e祁岬q'乃雄"ba

The present study examined the support needs, experience, and satisfaction of being sup-

ported from friends about sexuality among high school students. Questionnaires were com-

pleted by l96 high school students.

The main results were as foUows:

l ) Support needs about sexuality toward friends scale consisted of fOllowing 2 sub scales:
“

valious problems about sexuanty" and " fOrmation of sexual relationships" . Their sub

scales correlated.

2 ) Females needed more supports toward friends, and more expe㎡enced to be supported

by friends about "va面ous problems about sexuahty".

3 ) Support needs, experience, and satisfaction of being supported from friends about sexu-

antv correlated.
‐

4 ) Females more provided supports toward friends, and more received supports from
friends about sexuaUtV.

‐

5 ) Students who have highest reciprocity of support between friends, needed most support,

were most satisHed with being supported about sexuality.

Key words : support about sexuality among friends, support needs, experience

of being supported, satisfaction with bemg supported, reciprocity

of support

友人間の性に関する援助，援助ニーズ，被援助経験，被援助満足感，

援助の互恵性

などの性的逸脱行動も社会問題化して久しい．

こうした状況を踏まえ，性に関する援助をあら

ためて考えていく必要がある．

教育における援助のあり方を検討する際，生

I.緒 言

近年，主に高校生における性行動の活発化が

指摘されている．加えて，いわゆる『援助交際」
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徒自身の援助ニーズを把握した上で模索してい

く方法が考えられるだろう．性に関してはこれ

まで，生徒の不安や悩み，教えてほしい知識な

どが検討きれてきている，これらをまとめて，

「性に関する援助ニーズ」として捉えると，多

くの研究がこの点を明らかにしてきたと言える‘

例えば，入谷ら'1は高校生に対する調査から，

「性行為感染症について」「性器の仕組みにつ

いて」大変知りたいと回答した者は，男女とも

に性交経験者に多いことを示している．また，

性交経験者で性差を検討し，いずれも女子の方

が性に関する知識のニーズが高いことを明らか

にしている．新立21は，男子高校生は1年生で

社会学的な側面，2年生で医学的・病理学的側

面と心理学的側面，哲学的・社会的側面，3年

生で心理学的側面，哲学的・社会的側面の知識

欲が高いことを示している．そして，一方で女

子高校生では全学年を通して医学的・病理学的

側面の知識欲が高いことを示している．薙野

ら3)は，高校生の男子は女子の約3倍の割合で

性器の機能や形態に関する悩みを抱え，性交経

験者は男女ともに避妊や妊娠に関する悩みを感

じていることを明らかにしている．他にもいく

つかの研究で性に関する援助ニーズが検討きれ

ている．しかし，これらの研究では同様の項目

が使用きれることもあるものの，独自に用いら

れている項目も認められる．したがって，これ

らの先行研究で用いられている項目の類似性や

違いを踏まえた尺度の開発が求められる．また，

先行研究では，これらの援助ニーズの構造が実

証的に検討されていない．しかし，新立2'が独

自に分類しているように，性に関する援助ニー

ズにはいくつかの側面があることが想定される．

さらに，援助ニーズがどの程度満たきれている

のか，実際にはそれらの援助ニーズに対応する

援助がどの程度行なわれているのかという点を

明らかにすることも重要であろう．援助ニーズ

が高ければ，実際に援助を受ける機会も増え，

それに対する満足感も高まるのではないだろう

か．また，実際の援助を考えると，単に知識を

提供するだけではなく，悩みを聞いたり，一緒

に考えたりといった多くの行動が含まれ得ると

考えられる．このような援助行動の多様性をも

含めて考えることもまた必要である．

ところで，思春期・青年期を対象とした調査

研究からは，性に関する悩みの主たる相談相手

は友人であること（門本ら4)；大木ら5}；山田

ら帥)，性に関する情報源も友人であること（入

谷ら');門本ら');大木ら5);金井ら7);東京都幼

稚園・小・中・高・心障性教育研究会8)；上田

ら,}；吉岡ら'o' )が最も多いという結果が得ら

れている．これらの結果を踏まえると，性に関

する援助ニーズは，友人にもその対象が多く向

けられているとも考えられるが，これまでの研

究では，ニーズの対象までは考慮されていない．

しかし，援助ニーズはその対象によって内容や

希求度が異なるとも考えられる．したがって，

対象をも考感に入れた援助ニーズの把握が必要

であろう．特に，友人に対する援助ニーズの実

態は明らかとなっていないが，昨今，性に関す

る援助においてビアカウンセリングの視点を取

り入れる試みがなきれている(e.g" 高村ら'1)) .

この観点からすると，友人に対する援助ニーズ

を把握することは，教育における性に関する援

助のあり方を模索する上で，重要な示唆が得ら

れるものと考えられる．

ただし，友人に対する性に関する援助ニーズ

を考える上で，考慮しておくべき点が2点ある．

まず第1点は，友人関係における性に関する援

助は，一方向的ではないということである．友

人関係においては，援助者と被援助者の関係が

可変的で，個人は援助を受けるだけではなく，

同時に援助提供者ともなり得ることが推測され

る．ここから，援助の互恵性の問題を考感する

必要が認められる．ソーシャル・サポート研究

では，衡平理論の立場から，この互恵性の問題

が検討されている．衡平理論では，2者間の相

互作用において，一方の側の投入と成果の比率

が他方の側の成果の比率と等しい場合が衡平で

公正感が生じる一方，その比率が等しくない場

合は不衡平であって不公正感が生じ，緊張や不

満が生じるとされる（周・深田i2') .この観点
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調査時期の関係上，高校3年生に対する調査

が不可能であったため，高校1～2年生を調査

対象とした．回答が得られたのは,A県内公立

B高校2年生45名（男子30名，女子15名),A

県内公立C高校生151名(1年男子41名,1年

女子37名，2年男子35名，2年女子37名，2年

性別不明1名)，合計196名であり，すべてが有

効な回答であった．

2．調査内容

フェイスシートで性別・学年・年齢について

尋ねた後，以下の合計75項目について回答を求

めた．

(1)友人に対する性に関する援助ニーズ

入谷ら!)の｢性に関する知りたい内容｣，新立2）

の「｢性」についての知識欲」「過去（今まで）

に享受した性教育の内容｣，薙野ら3)の「性に関

する悩み｣，大木ら5)の「教えてほしい性教育の

内容｣，東京都幼・小・中・高・心障性教育研

究会細の「性に関する関心と悩み｣，岡田ら'4)の

「性に関する不安や悩み｣，天野ら'51の「性教

育の内容｣，松岡ら'帥の「性について知りたい

こと｣，高橋ら'7)の「性教育で知りたい内容」

をもとに，項目を作成した．先述したように，

これらの先行研究では，項目が統一きれている

わけではない．そこで，類似した項目をまとめ，

その他幅広い内容を検討できるよう，新たに作

成した．

これらの項目について，「友達に，どのくら

い『教えてほしい」とか，「相談したい」と思っ

ていますか.」と尋ねた．19項目で，「まったく」

～「とても」の4件法とした．

(2)友人からの性についての被援助経験

(1)と同様の項目について，「実際に，友達に

どのくらい教えてもらったり，相談したことが

ありますか.」と尋ねた．19項目で，「まったく」

～「とても」の4件法とした．

(3)友人からの性についての被援助満足感

(1)と同様の項目について，「友達に教えても

らったり，相談したりして，どのくらい満足し

ていますか.」と尋ねた.19項目で，「不満」～

「満足」の4件法とした．ここでは，(2)で明ら

から片受・庄司'31は，勤労者のソーシャル・サ

ポートについて検討している．その結果，与え

るサポートと受け取ったサポート，およびサ

ポートへの欲求とサポートへの満足感は，それ

ぞれ相互に関連していることを示している．ま

た，これらのすべてが抑うつ感と負の相関を示

すが，衡平状態が精神的健康度に与える影響に

ついては明らかとはならなかった，と述べてい

る．性に関する友人間の援助において，このよ

うな互恵性の問題がどのような影響を与えてい

るのかを検討することは興味深い．

第2点目は，教師・生徒間における援助関係

とは異なり，友人間における援助関係では，必

ずしも相談や教授といった形式で援助行動が行

なわれるとは限らないということである．雑談

の中で交わきれる会話の中でも，多くの情報が

提供されたり，悩みが話きれたりすることがあ

るだろう．この点を踏まえずに友人間の援助を

検討することは，その援助の実態を正確に把握

できない可能性が生じる．

以上を踏まえ，本研究では，性行動の活発化

が指摘される高校生に注目し，彼らに対する性

に関する援助を検討するため，以下の点を明ら

かにすることを目的とする．まず，友人を対象

とした性に関する援助ニーズについて，先行研

究を踏まえた新たな尺度の開発を行ない，その

構造を明らかにする．また，その援助ニーズが

どの程度満たきれているのか，実際にはそれら

の援助ニーズに対応する援助がどの程度行なわ

れているのかを明らかにする．援助ニーズが高

ければ実際に援助されることも多く，満足感も

高まるのではないかと考えられる．さらに，実

際の性に関する援助行動を把握するが．その際，

援助を相談場面などに限定せず，雑談をも含め

て捉えることとする．そして，友人間における

援助の互恵性が，これらの援助ニーズやその満

足感，実際の援助とどのような関連があるのか

を検討する．

Ⅱ、方 法

1．調査対象
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などの中で話きれた場合もふくめて考えてくだ

きい」と教示し，回答を求めた．「あてはまら

ない」～「あてはまる」の4件法とした．ここ

では，そのような経験がない者は回答できない

と考えられる．そこで，そのような場合は答え

なくてもよいことが，調登実施時に伝えられた．

(5)性に関して友人から受け取る援助行動

(4)によって作成された9項目（付表2）を用

いた．本調査では，「あなたが，性に関してわ

からないことや悩んでいることがあった時，友

だちは，あなたとの話の中で，どんなことをし

てくれましたか．なお，それは，個人的な相談

にかぎらず，雑談などの中で話きれた場合もふ

くめて考えてくだきい」と教示した．「あては

まらない」～「あてはまる」の4件法とした．

(2)では援助を受けた内容や領域について明らか

にするが，ここでは被援助方法，被援助行動に

ついて明らかにする．また，ここでは，そのよ

うな経験がない者は回答できないと考えられる．

そこで，そのような場合は答えなくてもよいこ

とが，調査実施時に伝えられた．

3．調査手続

2004年3月に，無記名の質問紙法による一斉

調査を実施した．授業時間内の一部を用いて，

その場で配布，回答，回収きれた．調査実施を

協力者である担任もしくは養護教諭に依頼した．

なお，回答にあたっては，プライバシーが保護

されること，協力したくない場合は記入しなく

てよいこと，答えたくない質問には答えなくて

よいことが調査実施者を通じて伝えられた．

Ⅲ、結 果

1．友人に対する性に関する揺助ニーズ，友人

からの性についての被援助経験，友人からの

性についての被援助満足感の構造と性差

(1)友人に対する性に関する援助ニーズ，友人

からの性についての被援助経験，友人からの

性についての被援助満足感の構造

まず，友人に対する性に関する援助ニーズ

（以下，援助ニーズ）の榊造を明らかにするた

めに，因子分析を行なうこととした．因子分析

かにする被援助経験がない者は回答できないと

考えられる．そこで，そのような場合は答えな

くてもよいことが，調査実施時に伝えられた．

(4)性に関して友人へ与える援助行動

(4)と，次に述べる(5)の項目を作成するため，

予備調査を実施した．予備調査は2003年10月に

実施され,A県内D大学2～4年生25名（男性

7名，女性18名，平均年齢20.24歳）を対象と

した．なお，すべての回答が有効であった．調

査内容は，高校在学中についての回想法を用い

て，以下の4項目を尋ねた．①友人の性に関す

る悩みなどを聞いた経験の有無（2件法)，②

①で経験があると回答した者には性に関する悩

みを聞いた時に友人にしてあげたこと（自由記

述)，③友人との性に関する相談や雑談経験の

有無（2件法)，脚で経験があると回答した

者には性に関する雑談や相談で友人がしてくれ

たこと（自由記述)．無記名の質問紙法による

一斉調査で，授業時間内の一部を用いて，その

場で配布，回答，回収きれた．その場で回答が

できない場合は，自宅に持ち帰り後に回答，回

収きれた．調査実施を協力者である授業担当教

師に依頼した．なお，回答にあたっては，プラ

イバシーが保護きれること，協力したくない場

合は記入しなくてよいこと，答えたくない質問

には答えなくてよいことが調査実施者を通じて

伝えられた．

その結果，①については14名が経験していた．

また，③については16名が経験していた．これ

らの対象者から得られた伽の結果を，筆者と

教育臨床学の専門家1名（女性1名）によって，

KJ法を用いて分類し,9項目を作成した．な

お，蝿の結果は重複するものが多かった．ま

た，友人へ与える援助と受け取る援助の比較を

行なう必要性から，まとめて検討し，同様の項

目を用いることとした．作成きれた項目につい

ては，付表lに示す．

本調査では，「友達が，性に関してわからな

いことや悩んでいることがあった時，あなたは，

話の中で，友だちにどんなことをしましたか．

なお，それは，個人的な相談にかぎらず，雑談
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に先立ち，項目分析を行なったところ，度数分

布や平均値に偏りのある項目は認められなかっ

た。また，総項目間相関を算出したところ，'．

＝､80以_上の強い相関は認められなかった．そ

こで，全'9項目による因子分析を行なった．す

ると，因子負荷量.35以上の基準で重複して負

荷する項目が認められたため，これら2項目を

削除し，再度17項目による因子分析（主因子

法・プロマックス回転）を行なった（表，）．

その結果，固有値1以上の基準で，2因子が

抽出された．第1因子は，「男女平等や差別に

ついて」「性被害からどのように身を守るかに

ついて」「エイズなどの性感染症について」な

ど，性についての様々な問題を包括する援助

ニーズをあらわしていると考えられたため，

「性をめぐる諸問題について」と命名した．第

Ⅱ因子は，「性交（セックス）について」「男女

の体や性器について」「性的な欲求への対処法

について」など，主に性的な関係を形成する際

に必要となるニーズをあらわしていると考えら

れたため，「性的な関係形成について」と命名

した．因子間相関は'･＝､77であり，これらの援

助ニーズは相互に関連しあっていることが示唆

される．

そこで，これらの因子を構成する項目得点の

総和を項目数で除し，それらを各下位尺度得点

とすることにした．

尺度の信頼性を検討するためにα係数を算出

した．第1因子ではα＝､91，第Ⅱ因子ではα

＝､89であり，比較的高い内的整合性を有して

いることが確認された．

また，友人からの性についての被援助経験

（以下，被援助経験)，友人からの性について

の被援助満足感（以下，被援助満足感）につい

ては，これらの間の関連を検討する必要から，

援助ニーズの下位尺度をもとに，同様に下位尺

度得点を算出した．

(2)援助ニーズ，被援助経験，被援助満足感の

表1 友人に対する性についての援助ニーズの因子パターン（プロマックス回転後）

I Ⅱ 共通闇

I 性をめぐる諸問題について（α＝.91）

男女平等や差別について

性被害からどのように身を守るかについて

エイズなどの性感染症について

人工妊娠中絶について

育児について

妊娠や出産について

結婚について

男女の役割と相互理解について

思春期の心理的特徴について

愛情とはなにかについて

男性と女性の心理や行動の遠いについて
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2．援助ニーズ，被援助経験，被援助満足感の

関連

援助ニーズ，被援助経験，被援助満足感の関

連を検討するために，相関係数を算出したとこ

ろ，すべてにおいて有意な正の相関関係が認め

られた（表3）．したがって，援助ニーズが高

い者ほど実際に援助きれる経験も多く，それに

対する満足感も高いと言える．

しかし，援助ニーズが低い場合，被援助経験

が低くても満足しているかもしれない．また，

援助ニーズが高い場合，被援助経験が高くても

満足できないこともあろう．この点を検討する

ため，援助ニーズの下位尺度ごとに，平均値

（｢性をめぐる諸問題について」M=2.15 ;「性

的な関係形成について」M =2. 17)を基準に対

象者を高低群分けした．そして，その高低群ご

とに，被援助経験と被援助満足感との相関係数

を算出した．その結果，「性をめ<"る諸問題に

ついて」では，いずれの群でも有意な正の相関

関係が認められた（高群r=.64, p<.001;低

群r=.28, p<.01).「性的な関係形成につい

て｣では，高群では有意な正の相関関係(r=.74,

表2 援助ニーズ，被援助経験，被援助満足感の

性差

r値男性

(n = 106)

女性

(〃＝86）

｣W"" (SD ) ME･" (SD )

［援助ニーズ］

性をめく・る諸問題について

性的な関係形成について

2,05 (.71) 2.27 (.71) -2. 17"

2､ 14 ("9) 2. 19 (. 74) - @ 43

［被援助経験］

性をめぐる諸問題について

性的な関係形成について

1．87（,65）2．06（､69）-2.03.

2.03 (. 77) 2. 13 (､73) -.84

［被援助満足感］

性をめぐる諸問題について

性的な関係形成について

2.30 (.79) 2.46 (.77) -1.32

2.38（.84）2．54（､78）-1.28

･p<.05

性差

次に，援助ニーズ，被援助経験，被援助満足

感の性差を検討するために,Z検定を行なった

（表2）．

その結果，援助ニーズの「性をめぐる諸問題

について｣，被援助経験の「性をめく．る諸問題

について」において有意差が認められ，いずれ

も女子の得点が高かった．

表3 援助ニーズ，被援助経験，被援助満足感の相関分析結果

[被援助満足感］[被援助経験］[援助ニーズ］

性をめぐる諸 性的な関係 性をめぐる諸 性的な関係 性をめぐる諸 性的な関係

問題について 形成について 問題について 形成について 問題について 形成について

［援助ニーズ］

性をめく．る諸
問題について

性的な関係形
成について

申
申

中
本

申
申

６
６

２
２

中
中

車
中

車
車

１
１

８
７

卓＊
申

＊
９

２
１

３
叶

由

申
士

申
車

車
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表4 与える援助，受け取る援助の性差〃＜､001) ,低群では有意な正の相関傾向(r

=.20, p<.10)が認められた．

3．性に関して友人へ与える援助行動 性に関

して友人から受け取る援助行動の構造と性差

（1）性に関して友人へ与える援助行動，性に関

して友人から受け取る援助行動の柵造

苔らに，性に関して友人へ与える援助行動

（以下，与える援助)，性に関して友人から受

け取る援助行動（以下，受け取る援助）の櫛造

を明らかにするために，因子分析を行なうこと

とした．因子分析に先立ち，項目分析を行なっ

たところ，いずれの場合も度数分布や平均値に

偏りのある項目は認められなかった．また，総

項目間相関を算出したところ, r･=.80以上の強

い相関は認められなかった．そこで，全9項目

による因子分析（主因子法）を行なった．

その結果，固有値1以上の基準で，いずれの

場合も’因子性が確認きれた．そこで，各尺度

得点は，構成項目得点の総和を項目数で除して

算出することとした．尺度の信頼性を検討する

ためにα係数を算出したところ，与える援助で

はα＝､92，受け取る援助ではα＝.94であり，

比較的高い内的整合性を有していることが確認

された．

(2)与える援助，受け取る援助の性差

与える援助，受け取る援助の性差を検討する

ために,r検定を行なった（表4)．その結果，

いずれにおいても有意差が認められ，女子の得

点が高かった．

4．与える援助と受け取る援助の互恵性の違い

による，援助ニーズ，被援助経験，被援助満

足感の差

与える援助と受け取る援助がともに高い場合

は，それ以外の場合と比べていかなる特徴が認

められるのか．この点を検討するために，与え

る援助の平均値(" =2. 59),受け取る援助の

平均値(M = 2. 85)を基準にそれぞれ対象者を

高低群分けした．そして，それらの組み合わせ

から4類型を作成した．すなわち，①与える援

助と受け取る援助がともに高い群（以下，一致

高群)，②与える援助は高いが受け取る援助が

男性

(〃＝104）

女性

(〃＝88）

r値

〃"" (SD) M"" (SD)

与える援助2．36（.85）2．85（､77）-3.52傘傘“

受け取る援助2．66（､83）3．08（､81）-4.12寧寧．

､｡･p < . 001

低い群，③受け取る援助は高いが与える援助は

低い群，④与える援助と受け取る援助がともに

低い群（以下，一致低群)，である．衡平理論

の観点から考えると，②③はいずれも不公正感

が生じている状態であると考えられる．また，

本研究では②に分類される対象者数が少なかっ

た．以上を踏まえ，ここでは②③の分類をまと

め，ズレ群として検討することとした．

これら3群間の援助ニーズ，被援助満足感の

差を検討するために，群分けを要因とする1要

因分散分析を行なった（表5）．なお，被援助

経験については，群分けの基準とした「受け取

る援助」「与える援助」と類似した概念である

ことから，分析を行なわなかった．その結果，

援助ニーズは，「性をめぐる諸問題について」

「性的な関係形成について」のいずれにおいて

も一致高群が他の群に比べて高いことが示きれ

た．また，被援助満足感は，「性をめく．る諸問

題について」「性的な関係形成について」のい

ずれにおいても一致高群が一致低群よりも高

かった．

Ⅳ、考 察

本研究では，高校生を対象に，彼らの友人に

対する性に関する援助ニーズ，被援助経験，被

援助満足感の関連について，援助の互恵性の観

点から検討した．

まず，友人に対する性に関する援助ニーズは，

「性をめぐる諸問題について」「性的な関係形

成について」の2因子構造であることが見出さ

れた．しかし，例えば｢人工妊娠中絶について」

「妊娠や出産について」は，人権や将来展望な

どの観点から「性をめぐる諸問題について」に
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A 一致高群 B ズレ群 C 一致低群

（〃＝78） （〃＝43） （蝿＝57）

F値 多重比較

""" (SD) """ (SD) M2α〃(sD)

［援助ニーズ］

性をめぐる諸問題について

性的な関係形成について

2.49 （､67）

2. 51 (. 74)

ｊ
ｊ

２
３

６
７

Ｌ
Ｌ

７
２

０
１

２
２

2. 00 (. 62)

1.92 (.65)

車
＊

本
中

本
中

７
１

２
９

Ｌ
Ｌ

１
１

Ｃ
Ｃ

Ｂ
Ｂ

ジ
ン

Ａ
Ａ

［被援助満足感］

性をめく,る諸問題について

性的な関係形成について

(､73）

(､73）

2. 60 (. 66)

2.69（,75）

2.25（､67）

2.29（､74）

4．45＊

4.7()＊

Ｃ
Ｃ

ン
ン

Ａ
Ａ

2．42

2．50

わく.05*寧華p<.001

た．また，これにより「性をめぐる諸問題につ

いて」「性的な関係形成について」の2側面に

ついても，互いの援助ニーズが被援助経験や被

援助満足感を高めあう機能があることが示きれ

た．とりわけ，援助ニーズの高低群分けによる

結果からは，①援助ニーズが高く被援助経験も

多いと被援助満足感が高い，②援助ニーズが低

く被援助経験も少ないと被援助満足感が低い，

③援助ニーズが高いのに被援助経験が少ないと

被援助満足感が低い，④援助ニーズが低いのに

被援助経験が多いと被援助満足感が高い，とい

う4点が示唆される．特に⑬④を比較すると，

援助ニーズが低い場合，実際に援助を受ける経

験が少ない者は満足感も低いままだが，被援助

経験が多ければ満足感は高まる可能性を示して

いると言える．したがって，友人間で行なわれ

る性に関する援助に対する満足感は，実際に友

人と様々な性に関する雑談や相談を行なう頻度

によって，左右きれる可能性が高い．しかし，

援助ニーズが低い者の被援助経験，被援助満足

感の関連は，援助ニーズが高い者よりも低かっ

た．このことを踏まえると，援助ニーズが低い

者は，高い者に比して，援助を受けても満足感

が高まりにくいと考えられる．今後は，援助

ニーズが低いのに被援助経験によって満足感が

高まった生徒を抽出し，その心理的変化を詳細

に明らかにする必要がある．また今後の課題と

しては，本研究で検討してきた「友人」とは何

かという問題がある．すべての友人関係におい

含まれる項目であるとも考えられるが，「性的

な関係形成について」にも極めて近い項目であ

る．このように，本研究で用いたいくつかの項

目は，「性をめく＄る諸問題について」「性的な関

係形成について」のいずれにも重複して解釈可

能なものが含まれていたと考えられる．これは，

因子間相関が強いことからも示唆きれる．また

この結果は，高校生が実際に認識している援助

ニーズが，明確な分類を伴っているものではな

いことを示しているとも推測できる．この点を

明らかにするためにも，今後はきらなる項目の

検討が必要であると考えられる．

また，援助ニーズ，被援助経験，被援助満足

感の性差を検討したところ，援助ニーズの「性

をめく｡る諸問題について｣，被援助経験の「性

をめく．る諸問題について」は有意に女子の得点

が高いが，それ以外には性差は見られないとい

う結果が得られた．これは，入谷ら11,新立鋤，

薙野ら3)などの先行研究の結果とは必ずしも一

致しない．この相違は，調査項目の違いや，本

研究では尺度化した結果を比較していることに

よる違いなどによって，もたらきれている可能

性も高い．今後，本研究で見出きれたような

様々な側面について性差に関する検討を積み重

ね，男女によって援助ニーズがどのように異な

るのかをざらに明らかにしていく必要があろう‘

次いで，これらの援助ニーズ，被援助経験，

被援助満足感の関連を検討したところ，被援助

経験は被援助満足感を高めることに関連してい
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この結果が，異なる発達段階ではどのように変

化するのか明らかではない．今後は，対象者の

年齢層を拡大し，この点を検討する必要がある．

一方で，男子は，雑談における援助機能を意識

化できなかった可能性も否定できない．教示の

再検討を行なうことも必要だろう．

最後に，与える援助と受け取る援助の互恵性

の違いによって，援助ニーズ，被援助満足感に

差があるかを検討した．その結果，いずれの場

合も与える援助と受け取る援助がともに高い場

合に，最も援助ニーズ，被援助満足感が高いと

いう結果が得られた．ここから，相互が援助者

と被援助者の役割を担いあう関係である場合に，

最も友人間における性に関する援助の満足感が

高まると言える．そして，そのような場合は，

そもそも友人間の援助ニーズが高いことも指摘

できる．したがって，友人間におけるこうした

援助の互恵性を高めていくことが，友人を活用

した性に関する援助の有効性を高めることにつ

ながるのではないかと推測きれる．ただし，衡

平理論の立場にしたがえば，与える援助と受け

取る援助がともに低い群も，一致高群と同様，

ズレ群のような緊張状態は生じないため，被援

助満足感はズレ群よりも低くならないのではな

いかと考えられる．しかし，本研究では，一致

低群は一致高群よりも被援助満足感が低いとい

う結果が得られ，衡平理論による考えは必ずし

も支持されなかった．これは，先の被援助経験

と被援助満足感との相関分析の結果を踏まえる

と，そのような受け取る援助の頻度が強く影響

しているのではないかと考えられる．一方で，

一致高群が一致低群よりも被援助満足感が高い

ということは，受け取る援助とともに，与える

援助の頻度も高いことが重要であると，あらた

めて指摘できる．

今後の課題としては，以上指摘した点に加え，

こうした友人間でなされる援助において伝えら

れる「情報の正確き」を考慮することがあげら

れる．また，教師に対する援助ニーズとの違い

を把握することも必要であろう．きらに，本研

究で取り上げた被援助満足感は，被援助経験時

て，このような雑談や相談が行なわれるわけで

はないだろう．どのような友人関係では行なわ

れやすく，または行なわれにくいのか．そうし

た友人関係の質的差異について，検討すること

が重要である．特に，本研究では「親友」「ク

ラスメイト」などのように，友人の範囲を提示

せずに調査を行なった．そのため，対象者に

よって異なる関係性の友人を想定した可能性が

ある．今後，この点を踏まえて調査を行なう必

要がある．

ところで，以上の結果は「援助ニーズが高け

れば実際に援助されることも多く，満足感も高

まるのではないか」という仮説に基づいて示き

れた．しかし，想定きれる因果関係を厳密に検

討するならば，「援助ニーズの高まりと被援助

経験の高き，それによる被援助満足感の高きが，

最終的に援助ニーズの低減をもたらすのか」と

いうことを検討する必要がある．したがって，

①被援助経験前の援助ニーズ，②被援助経験後

の援助ニーズ，を区別して明らかにすることが

求められる．本研究ではこの点を明らかにして

いないため，被援助経験とその満足感によって

援助ニーズが低減するのか，それともいまだ満

たきれない側面があって低減しないのか，ある

いはそれらによって新たな援助ニーズが高まる

のかといった様々な可能性を検証できていない．

この点に関する詳細な検討が必要である．

ざらに，与える援助，受け取る援助について，

それぞれ具体的な行動について回答を求めた結

果から，その榊造を探った．本研究では，予備

調査の結果を踏まえて，多様な行動項目を測定

したが，その櫛造はl因子であることが確認さ

れた．これは，多くの援助行動を友人間相互で

行なってはいるものの，その機能は単一のもの

であることを示しているものと考えられる．ま

た，その性差についての検討から，いずれも女

子の得点が高いことが明らかとなった．ここか

ら，女子は友人間における性に関する援助を，

男子よりも多く行っていると言えよう．これは，

女子の方が悩みを誰かに相談する傾向にあると

いう，山田ら帥の結果と一致している．しかし，
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にどのように感じたか（情緒的反応）によって

も異なると考えられる．加えて，被援助満足感

がどのような意識や行動に変化を与えているか

を検討する必要がある．これらの点を含めた．

詳細な検討がのぞまれる．また，本研究で用い

た被援助満足感 受け取る援助，与える援助は，

それらの経験がない生徒には答えられない項目

であった．先に述べたように，そのような場合

には回答しなくてよいことを教示したが，無回

答の者は少なかった．そうした生徒は，「受け

取る援助」「与える援助」に関しては「あては

まらない」を選択したり，被援助満足感につい

ては援助を受けていない状態の満足感・不満感

を回答したのではないかと推測きれる．このこ

とも，友人間で行われる援助の現状の一端を示

しているとは考えられる．しかし，教示や質問

項目の再検討を行い，実際に援助・被援助経験

がある生徒のみを厳密に抽出して分析し，本研

究の結果と比較検討することが必要である．

V.結 語

高校生が友人に対して感じる，性に関する援

助ニーズ，被援助経験，被援助満足感について，

援助行動の互恵性の観点から検討し，以下のよ

うな結果を得た．

(1)友人に対する性に関する援助ニーズの構造

は，「性をめぐる諸問題について」と「性的

な関係形成について」で，それらは相互に関

連しあっている．

(2)女子は「性をめぐる諸問題について」につ

いての援助ニーズが高く，実際の被援助経験

も多い．

(3)援助ニーズが高い者ほど実際に援助きれる

経験も多く，それに対する満足感も高い．

(4)与える援助は，女子の方がより多く行なっ

ている．受け取る援助も，女子の方がより多

く行なわれていると感じている．

(5)援助ニーズ，被援助満足感のいずれも，援

助行動の互恵性が高い者の得点が最も高い．
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6）山田香代，青木志津加，小林美智子：伊那保

健所近郊の高校生の性意識調査，思春期学，

4 : 56-61, 1986

7）金井秀子，川口俊彦：矯正施設収容児におけ

る性意識ならびに性行動に関する研究，京都教

育大学紀要B, 74 : 39-51, 1989

8）東京都幼稚園・小・中・高・心障性教育研究

会: 2002年調査児童・生徒の性，学校図書．85-

86，東京, 2002

9）上田公代，薙野ミエ子，尾道三一，宮崎俊策鷺

高校生の性行動に及ぼす身体・心理・社会的要

因一男女の性差を考える－，母性衛生，32*3炉

35, 1991

10)吉岡利治，小林敏枝，唐沢優子ほか：高校生
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付表2「性に関して友人から受け取る援助」の項目
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付表1「性に関して友人へ与える援助」の項目

正しい知識や悩報を教えた

悩みや不安を聞いた

経験談を話した

自分なりの考えを述べた

気持ちに共感した

アドバイスをした

注意した

友達が知らないことを教えた

いっしょに考えた

正しい知識や情報を教えてくれた

悩みや不安を聞いてくれた

経験談を話してくれた

その人なりの考えを述べてくれた

気持ちに共感してくれた

アドバイスをしてくれた

注意してくれた

知らなかったことを教えてくれた

いっしょに考えてくれた

の性に対する関心について，信州大学教育学部

紀要，81：131-137,1994

11）高村寿子，岩崎将登，阿部享江，菊地裕子：

仲間というキーパーソンが行うビアカウンセリ

ングの有効性一高校生への事前・事後の質問紙

調査を通して，（松本滑一監修)，性の自己決定

能力を育てるビアカウンセリング，141-153,小

学館，東京, 1999

12)周玉慧，深田博己：ソーシャル・サポートの

互恵性が青年の心身の健康に及ぼす影響，心理

学研究, 67 : 33-41, 1996

13)片受靖，庄司一子：勤労者のソーシャルサポー

トの互恵性が糖神的健康に与える影響，カウン

セリング研究, 33 : 249-255, 2000

14)岡田守弘，大草正信，高安睦美：中学生・高

校生の男女交際と性的衝動との関係について－

横浜地域での調査をもとにして－，横浜国立大

学教育紀要, 37 : 37-63, 1997

15）天野敦子，市古雪江，野谷昌子，石走知子：

小学校における性教育についての教員溌成課程

学生の意識に関する一考察，愛知教育大学研究

報告教育科学編, 50 : 33-39, 2001

16)松岡弘，岡本暁子，江原悦子，岡田潔：高校

生の性の意識・態度・行動に関する調査研究一

進学校と非進学校の比較－，大阪教育大学紀要

第V部門, 49 : 357-368, 2001

17）高橋健太郎，内田昭弘，永田裕子，吉野和男．

北尾学：出雲地区における中学生の性に関する

意識調査，思春期学，8：344-350, 1990

（受付 04. 05. 06 受理 04. 09. 28)

連絡先：〒305-8572 茨城県つくば市天王台

1－1一1

筑波大学大学院博士課程教育学研究科(五十嵐）
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会報 平成16年度 第3回 常任理事会議事概要

日 時：平成16年10月23日(土) (13:00～15 : 00)

場 所：大妻女子大学人間生活科学研究所内5100室

出席者：森 昭三（理事長)，市村國夫（庶務)，衞藤 隆（国際交流)，松本健治（学術)，

和唐正勝（編集)，大澤清二（事務局長)，皆川興栄（年次学会長)，國土将平（幹事)，

戸部秀之（幹事)，瀧澤利行（幹事)，藤本美津子（事務局）

1 前回常任理事会および拡大常任理事会の議事録の確認を行った．

2 報告

(I)第51回年次学会について（皆川年次学会長）

年次学会の事前登録者数，発表確定者数等について報告があった．

（2）庶務関係

市村庶務担当常任理事より，以下の事項が報告きれた．

。「子どもをタバコから守る会・愛知｣，「たばこ規制枠組条約発効記念の催し」への後援名義使用につ

いて承諾した．

、第'2期役員選挙が終了した旨報告があり，新理事長および常任理事の氏名の紹介があった.

（3）編集関係 和唐編集担当常任理事より，以下の事項が報告きれた．

・投稿，査読状況について説明があった.

、学校保健研究の年次学会後の号について，新編集体制との引継ぎ後では時期的に遅れるため，現編

集委員会で編集業務を進める．

（4）国際交流関係 衞藤国際交流担当常任理事より，以下の事項が報告きれた．

、年次学会で留学生のポスター発表を行い，交流会を行う予定である.

3 議題

（1）第51回年次学会について（皆川年次学会長）

常任理事会，役員会の日時・会場等の確認を行った.

(2) 50周年記念事業について

未完事業について進捗状況等の説明があった.

･50年史について印刷が完了した旨報告があり，発送方法等について意見が出された．（瀧澤世話人）

、残部冊子の離入希望に対し，学会50年史5, 000円，用語集3, 000円，総索引4, 000円で販売することと

した．

・英文誌について作業の進捗状況の説明があった．年次学会にてセクション・エディター説明会を開

催する予定．（衞藤担当常任理事）

（3）庶務関係（市村庶務担当常任理事）

・平成16年度会計の中間報告があった．

・平成17年度予算について説明があり意見が出きれた.課税に対する対応が必要であるとの意見が出

きれた．

、学生会員会費の減額に関する会則改正に当たって，減額の対象を学部学生および大学院生とするこ

とが確認された．

（4）編集関係（和唐縄集担当常任理事）

．次期委員会への申し送り事項として，編集体制，査読体制，投稿論文の種類などについて説明がな



学校保健研究 〃〃J SchDDJ """A 46 ; 2005698

きれた．

(5)学術関係（松本学術担当常任理事）

・次期委員会への申し送り事項として，年間スケジュール，学会質・奨励賞選考委員，学会活動委員

会企画，検討課題などについて，説明がなきれた．

(6)国際交流関係（術藤国際交流担当常任理事）

・次期委員会への申し送り事項として，英文誌刊行に関する事項，委員会活動の活性化等に関する事

項など，説明がなきれた．

(7)その他

・大澤事務局長より，事務局担当者の変更について説明があった．
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第51回日本学校保健学会会務報告

理事会議事録

会 報

日 時：平成16年11月12日(金) (13時30分～15時）

場 所：朱鷺メッセ会議室 301 B

出席者： （五十音順）

(理事） 天野敦子 荒島真一郎 石川哲也 市村國夫 術藤 隆 大澤満二 数見隆生

國土将平 佐藤祐造 實成文彦 高橋浩之 瀧澤利行 竹内宏一 照屋博行

中神 勝 中川秀昭 松本健治 皆川興栄 宮尾 克 森 昭三 八木 保

和唐正勝

(オブザーバー） 家田重晴 石原昌江 植田誠治 岡田加奈子 勝野興吾 鎌田尚子

後藤ひとみ 佐藤 理 住田 実 津島ひろ江 津島直子 中安紀美子

宮下和久 横田正義

(監事）堀内久美子

(幹事） 戸部秀之

理事32名中30名（含む委任状提出8名）が出席し，理事会は成立した．

1 開会の辞（戸部幹事）

2 学会長挨拶（皆川学会長）

3 理事長挨拶（森理事長）

4 議長選任

議長として，皆川学会長が選任きれた．

5 報告

（1）平成15年度事業報告（森理事長）

事業報告に先だって，今年度中にご逝去になった名誉会員（黒田芳夫先生，村江道之先生，森田穣

先生）の黙祷を評議員会の席上で行う旨，紹介があった．

①平成16年3月31日現在で，会員数2, 115名，個人会員1,877名，名誉会員25名，団体会員204団体，賛

助会員9団体である．

②第50回記念大会および第50回年次学会（勝野興吾学会長）が神戸市にて開悩きれた．

③その他の事業は機関誌上等で報告してあり．平成16年度に引き継がれている事業については平成16

年度事業の中間報告と合わせて報告する．

（2）平成16年度事業の中間報告（理事長および担当常任理事）

1）庶務関係（市村庶務担当常任理事）

①平成16年9月末現在の会員数は2, 197名である（個人会員2, 057名，名誉会員25名，団体会員107団

体，賛助会員8団体）

②平成16年度科学研究費補助金の申請を行ったが不採択であった．

③日本教育シューズの助成金交付が決定し,15万円交付きれた．

④たばこのない学校推進プロジェクトが活動を進めており，学校敷地内禁煙未実施の府県・市町村

教育委員会に対して要望香を送付した．また, WHOより要望があったWorld No Tobacco Day

2004への参加依頼に対応した．
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⑤「子どもに無煙環境を」推進協議会，「子どもをタバコから守る会・愛知｣，「たばこ規制枠組み条

約発効記念の催し」から後援名義使用の依頼があり承諾した．

⑥ニューズレター2004年4月号を発行した．

⑦ホームページ委員会を開催し，ニューズレターをホームページ上に一本化する可能性について検

討した．昨年度の総会にて会員より出きれた更新情報を会員に知らせてほしいとの要望について

は，メールによる更新情報の提供の可能性について検討しているが，メールアドレスの登録は約

1,000名ほどであり，今後，学会員のメールアドレス登録の促進をする必要がある．

③渉外委員会を開催し，役員選挙制度および学会の運営体制について意見交換を行い問題点を整理

し，次回選挙にむけて次期役員会へ申し送ることとした．

⑨学会事務費について学会事務センターに見積もりを依頼した．一部業務の概算でも高額な提示で

あったが，その後先方の事惰によりキャンセルされた．引き続き外部への業務委託を検討中であ

る．

⑩平成15年度の決算報告について公認会計士の指導を受け決算香を作成した．その後，猪俣俊二，

堀内久美子の両監事によって会計監査が行われ，9月24日に監査が終了した．

⑪中井事務局員が退職きれ，9月1日より藤本事務局員に交代した．

2）縄集関係（和唐編集担当常任理事）

①機関誌「学校保健研究」への平成15年度の投稿数は44編（受理32編，査読中6編，不適2編，取

下げ4絹）であった．今年度(11月11日現在）については，投稿数は23" (受理6縞，査読中12

編，不適5縞）であった．

②日本学校保健学会倫理綱領の制定に伴う投稿規程の改正を行った．

③次期編集委員会への申し送り事項を検討した．

3）学術関係（松本学術担当常任理事）

①学校保健学会倫理綱領藍制定した．

②学会賞の規定，選考内規を作成した．

③学会共同研究については，平成15年度は計4題の応募があり，継続課題として小林稔氏の「小学

校体育「保健領域」の実施状況及び教員の意識とその変化について｣，新規課題として西嶋尚彦氏

の「中学生のヘルスプロモーションにおけるHealth Quality Control手法の有効性の実証的研究」

に決定した．なお，応募者の重複が指摘され16年度より研究者1人につきl課題とすることとし

た．今後，継続する研究課題の申請では，論文または学会発表等，1年間の研究成果を記載する

こととなった．

④平成16年度の学会共同研究に継続l題の応募があり，西嶋尚彦氏の「中学生のヘルスプロモーショ

ンにおけるHealth Quality Control手法の有効性の実証的研究」の継続が決定した．新規課題につ

いては2題の応募があり，野井真吾氏の「小学校でのからだの学習に関する基礎的研究」が採択

きれた．

⑤平成15年度学会奨励賞については七木田文彦氏の「保健授業評価表作成の試み－中学生の授業評

価構造に着目して－」に決定し，第50回年次学会にて受賞講演を行った．

⑥平成16年度学会奨励賞については今村幸恵氏の「中学生のストレッサー，自己効力感，ソーシャ

ルサポートとストレス反応の因果櫛造モデル」に決定した．

⑦学会黄については推薦がなかった．

③年次学会における学会活動委員会企画について，第50回年次学会と共同で「健康教育教科再編へ

の展望」（共同企画シンポジウム)，「学校保健の用語をめぐって」（特別報告）が開催された．第51
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回年次学会においては「総合的な学習の時間を検証する」（パネルディスカッション）が年次学会

と共同で開催きれる．

⑨50周年記念事業としての「学校保健用語集」が完成し，会員に発送された．

4）国際交流関係（衞藤国際交流担当常任理事）

①国際交流委員会にて進めてきた年次学会における留学生のポスターセッションについて，今年度

年次学会で7件の応募があった．

②国際交流活動の活性化を踏まえ，次期委員会への申し送り事項をまとめた．

5）拡大常任理事会（森理事長）

①常任理事と6名の地区代表理事（うち1名は代理出席）とで9月17日に開催し，役員会の議事内

容および新役員への申し送り事項等について検討した．

6）第12期日本学校保健学会役員選挙（市村庶務担当常任理事）

第12期役員選挙が終了し，総会終了後に新体制がスタートすることについて報告があった．

事業報告に対し，石川理事より理事会を複数回開く必要性について質問があり，森理事長および市村

庶務担当常任理事より，予算の問題および運営体制との関連で困難であるため中止した．次期役員会に

申し送る旨，説明があった．

また，佐藤理事および石川理事より，役員会においては前回役員会の議事録を添付することになって

いる旨指摘があり，次回役員会から添付することに憩った．

6 議事

(1)平成15年度収支決算に関する件（市村庶務担当常任理事・監事）

決算報告（別表1）および堀内久美子・猪俣俊二両監事による監査の報告が行われ，了承された．

また，50周年記念事業決算の中間報告が厳きれた．

（2 ）平成17年度事業計画案に関する件（理事長及び担当常任理事）

次期体制で実施きれる事業であるが，平成17年度予算と関連づけて提案する旨，森理事長より説明

があった．

1）庶務関係（市村庶務担当常任理事）

①選挙制度，学会運営体制の検討を進めることになっている．

②ホームベージの活用のために，メーリングリスト作成の検討を行う必要がある．

③日本教育シューズ協議会に助成金を申請する．

2）学術関係（松本学術担当常任理事）

①年次学会における学会活動委員会企画の検討を行う必要がある．

②学会活動委員全員の会議開催ができるようにしていく必要がある．

3）縞集関係（和唐編集担当常任理事）

①編集委員会を一回多く開催できるよう予算措置を行っている．

4）国際交流（衛藤国際交流担当常任理事）

①委員会活動の活性化のために，活動費が増額きれている．

②国際交流委員会の活動に加え英文誌の刊行が行われるため，予算措置がなきれている．

（3）平成17年度予算案に関する件（市村庶務担当常任理事）

平成17年度予算案（別表2）について説明がなされ，質疑の結果，平成16年度予算の表記（比較対

照部分）に一部修正を行い，了承された．

（4）平成18年度年次学会（第53回）の開催に関する件（森理事長）

中国・四国地区で開催し，会長として貿成文彦理事（香川大学）が推薦され，了承ぎれた．
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（5）会則の改正に関する件（衛藤・市村両担当常任理事）

①英文誌刊行に係る規定について（前年度の理事会・評議員会にて了承済みの件）

別表3に基づき会則第4条2に英文学術雑誌「School Health」を明記することを今年度の総会に

諮る旨，説明がなされた．

②学生会員の会費の減額に係る規定について

別表3に基づき，会則第25条に「(但し，学生は年額5, 000円)」を追加することが認められた．

③これらの改正については，「平成16年11月13日に制定し，平成17年4月1日より施行」することが認

められた．

（6）新役員等の人事について（森理事長）

次期役員体制における監事，理事会推薦の評議員，事務局長および幹事については，實成新理事長

のもとで検討してもらうこととし，實成新理事長に一任することについて提案があった．質疑応答で，

特に監事については早急に決定する必要等が指摘きれた．新理事長に早急に検討および決定してもら

うこととし，この件は了承された．

7 平成17年度年次学会（第52回）会長挨拶（数見隆生理事）

平成17年10月28日～30日に仙台国際センターにて開催することとなった旨，報告および挨拶があった．

8 新常任理事等の紹介（森理事長）

新理事長として實成文彦理事，常任理事として数見隆生理事，佐藤祐造理事，照屋博行理事，松本健

治理事が紹介きれた．

9 閉会の辞（戸部幹事）

評議員会議事録

日 時：平成16年11月12日(金) (15時～17時）

場 所：朱鷺メッセ会議室 303 ･ 304

出席者（理事会出席者以外）： （五十音順）

(評議員） 家田重晴 石原昌江 植田誠治 大沢 功 岡田加奈子 笠井直美 勝野興吾

鎌田尚子 川畑徹朗 小林正子 佐藤 理 下村義夫 鈴木美智子 住田 実

田神一美 武田眞太郎 戸部秀之 友定保博 野津有司 野村和雄 林 正

堀内久美子 宮下和久 村松常司 面澤和子 門田新一郎 横田正義

(オブザーバー） 大谷尚子 栗原 淳 西岡伸紀 野村良和

評議員83名中50名（含む委任状提出23名）が出席し，評議員会は成立した．

l 開会の辞（戸部幹事）

会議に先だって，森理事長より今年度中に名誉会員の黒田芳夫先生，村江道之先生．森田穣先生がご

逝去されたことについて報告があり，一同で黙祷を行った．

2 学会長挨拶（皆川学会長）

3 理事長挨拶（森理事長）

4 議長選任

議長として皆川学会長が選任きれた．

5 報告

（1）平成15年度事業報告（森理事長）

（2）平成16年度事業の中間報告（理事長および担当常任理事）
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1）庶務関係（市村庶務担当常任理事）

2）編集関係（和唐編集担当常任理事）

3）学術関係（松本学術担当常任理事）

4）国際交流関係（衞藤国際交流担当常任理事）

5）拡大常任理事会（森理事長）

6）第12期日本学校保健学会役員選挙（市村庶務担当常任理事）

以上，理事会と同様に報告がなされ了承された．

6 議事

（1）平成15年度収支決算に関する件（市村庶務担当常任理事・監事）

決算報告（別表1）および堀内久美子・猪俣俊二両監事による監査報告が行われ，了承きれた．ま

た，50周年記念事業決算の中間報告がなされた．

（2）平成17年度事業計画案に関する件（理事長及び担当常任理事）

1)庶務関係（市村庶務担当常任理事）

2）学術関係（松本学術担当常任理事）

3）編集関係（和唐編集担当常任理事）

4）国際交流（衞藤国際交流担当常任理事）

以上，理事会と同様に事業計画案が説明され，了承きれた．

（3）平成17年度予算案に関する件（市村庶務担当常任理事）

平成17年度予算案（別表2）について説明がなきれ，了承きれた．

（4）平成18年度年次学会（第53回）の開催に関する件（森理事長）

中国．四国地区で開催し，会長として實成文彦理事（香川大学）が推薦きれたことが報告され，了

承きれた．

（5）会則の改正に関する件（術藤・市村担当常任理事）（別表3）

英文誌刊行に係る規定について会則第4条2に英文学術雑誌「School Health」を明記すること，お

よび，学生会員の会費の減額に係る規定について会則第25条に「(但し，学生は年額5,000円)」を追加

することが認められた．これらの改正については，「平成16年11月13日に制定し，平成17年4月1日よ

り施行」することが認められた．

（6）新役員等の人事について（森理事長）

次期役員体制における監事，理事会推薦の評議員，事務局長および幹事については，實成新理事長

のもとで新体制にて早急に検討してもらうこととし，實成新理事長に一任することについて提案がな

きれ，了承された．

7 平成17年度年次学会（第52回）会長挨拶（数見隆生理事）

平成17年10月28日～30日に仙台国際センターにて開催することとなった旨，報告および挨拶があった

8 新常任理事等の紹介（森理事長）

森理事長より今期の常任理事を代表して挨拶があった．続いて新理事長として賛成文彦理事，常任理

事として数見隆生理事，佐藤祐造理事，照屋博行理事，松本健治理事が紹介され，次期實成新理事長よ

り挨拶があった．

9 閉会の辞（戸部幹事）
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総会議事録

日 時：平成16年11月13日(土) (13時～14時）

場 所：朱鷺メッセ マリンホール

1 開会の辞（戸部幹事）

2 学会長挨拶（皆川学会長）

3 理事長挨拶（森理事長）

4 議長選任

5 報告

（1）平成15年度事業報告（森理事長）

（2）平成16年度事業の中間報告（理事長および担当常任理事）

6 議事

（1）平成15年度収支決算に関する件（市村庶務担当常任理事・監事）（別表1）

（2）平成17年度事業計画案に関する件（理事長及び担当常任理事）

（3）平成17年度予算案に関する件（市村庶務担当常任理事)(別表2)

（4）平成18年度年次学会（第53回）の開催に関する件（森理事長）

（5）会則の改正に関する件（衞藤・市村両担当常任理事）（別表3）

理事会・評議員会による会則改正案について採決が行われ，賛成多数で改正が承認きれた．

7 学会奨励蛍授与

今村幸恵

「中学生のストレッサー，自己効力感，ソーシャルサポートとストレス反応の因果構造モデル」

8 平成17年度年次学会（第52回）会長挨拶（数見隆生理事）

9 新常任理事等の紹介（森理事長）

10閉会の辞（戸部幹事）
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別表1

(平成15年4月1日～平成16年3月31日）

予算額 決算額
12, 000, 000 13, 919, 000

2, 000, 000 2, 283, 000
900, 000 900, 000

1, 750, 000 2, 079, 380

0 150, 000

150, 000 1, 150, 000

50, 000 805, 321
0 1, 320, 000

1, 500, 000 1, 500, 000
5, 000, 000 5, 175, 717

日本学校保健学会平成15年度会計決算報告香

【収入】
会員会費収入（個人）

（団体）
（賛助）

機関誌関係収入
雑収入（寄付金）

（補助金）
（その他）
（臨川書店版権使用料）

50周年記念事業積立金
前年度繰越金

（△は超過）
差額

.1, 919, 000

△283,000
0

△329,380

.150, 000

.1, 000, 000

△755,321

.1, 320, 000
0

.175, 717

合 計

【支出】
人件費
年次学会補助金
共同研究補助金
学会活動委員会活動費
国際交流委員会活動費
学会奨励黄（選考・副賞）
地区代表理事会費
機関誌関係費（小計）
50周年記念事業準備費
会議費
旅費・交通費
通信費
印刷費
備品等
消耗品等
雑支出（学術会議 慶弔費等）
News letter発行費
役員選挙積立
名簿作成稲立
記念事業積立金
予備費
次年度繰越金

23, 350, 000 △5,932,41829,282,418

2, 600, 000
500, 000
400, 000

200, 000

200, 000

100, 000

250, 000

8, 657, 000
700, 000

300, 000

1, 500, 000
420, 000

420, 000

400, 000

210, 000

100, 000
905, 000

100, 000

315, 000

1, 500, 000

3, 573, 000
0

2, 340, 770

500, 000

400, 000

217，373

69，518

51, 181

223, 430

7, 727, 702

965,192

233, 516

1, 740, 903

705, 951

549,459

256, 410

140,621

84，797

215, 226

100,000
315, 000

1, 500,000

374,595

10, 570, 774

259,230
0

0

.17, 373

130, 482
48, 819

26，570

929,298

△265,192

66，484
.240, 903

.285, 951

.129, 459

143,590

69，379

15，203
689,774

0

0

0

3, 198, 405

.10, 570, 774

.5, 932, 418合 計

【平成15年度末 特別・積立金残高】
(1)役員選挙積立金

29,282,41823, 350, 000

前期残高
当期積立金
15年度末残高
前期残高
当期積立金
15年度末残高
前期残弼
当期取り崩し分
終了事業分
当期祇立金
15年度末残高

980, 000

100, 000

1, 080, 000

415, 800
315. 000

730, 800

12, 000, 000

1, 500, 000

7,153,547

1, 500, 000

4,846,453

(2)名簿作成積立金

(3)50周年記念事業積立金

合 計

上記の収支決算香に相違ないことを確認しました．
平成16年9月24日

6.657,253

監事堀内 ぇ
義眼監事樵
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別表2

日本学校保健学会平成17年度予算（平成17年4月1日～平成18年3月31日）

【収入】 平成16年度予算 平成17年度予算

(単位：千円）

比較増減

会員会費収入（個人）
（団体）
（賛助）

雑収入（寄付金）
（補助金）
（その他）

機関誌関係収入
前年度繰越金

合 計

1,000

0

0

0

0

50

150

2,()50

3,250

12, 000

2，000

800

0

150

50

1, 750

5, 000

21, 750

13, 000

2, 000

800

0

150

100

1, 900

7, 050

25, 000

I支出】
事務費
年次学会補助金
共同研究補助金
学会活動委員会活動費
国際交流委員会活動費
渉外委員会活動費
学会蛍（選考・副黄）
学会奨励蛍（選考・副黄）
地区代表理事会費
機関誌関係費（小計）
印刷費
機関誌郵送料
編集委員旅費
会議費
査読郵送料
編集事務委託喪
執筆者謝礼
消耗品費

英文誌発行費
会議費
旅費・交通費
通信費
印刷費
備品等
消耗品等
役員選挙禰立
名簿作成稲立

雑支出（学術会議，慶弔費等）
News letter発行費
編集費
印刷費
郵送費
ホームページ・コンピュータ維持管理費
予備費

合 計

2, 600

550

400

300

300

300

0

100

300

8，965

2, 800

550

400

500

500

800

学会賞・学会奨励賞（17年度より）

200

300

9, 200

200

（）

0

200

200

500

} 100

0

235

5, 000

1, 100

1,450
200

368

700

105

42

0

300

1, 500

500

420

400

210

100

315

100

405

2, 200
400

2, 500
750

500

300

210

100

320

100

450

2, 200
100

1, 000
250

80

.100

0

0

5

0

45

’
105

200

100

500

3, 185

21, 750

０
０

０
０
２

０

７
２
０

Ｌ
乱
２

200

.1, 965

3, 250
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別表3

日本学校保健学会会則の改正について

●英文誌刊行に係る規定について（平成15年度理事会・評謡員会にて了承済みの件）

目 的：わが国の学校保健にかかわる研究成果を世界に発信する場を提供すると同時に，学校保健にかか

わる学術成果の国際的交流を図り，学校保健の発展に資する．

改正案

現 行 改 正 案

第4条2 機関誌「学校保健研究」その他の出版

物の編集および刊行．

第4条2 機関誌「学校保健研究｣，英文学術雑

誌「School Health｣ ,その他の出版物

の編集および刊行．

●学生会員の会費の減額について

目 的：学生会員の年会費を減額し負担を軽減することで，学生会員の増加および本学会の将来的な人材

育成を図る．

改正案

行 改 正 案現

第25条 入会金は1, 000円，個人会員会費は年額

7, 000円（但し，学生は年額5, 000円),

第25条 入会金は1,000円，個人会員会費は年額

7, 000円，団体会員会費は年額10, 000円

とする． 団体会員会費は年額10, 000円とする．

<上記改正（案）に付随した変更〉

’
第26条 本会則は平成16年11月13日に制定し，平

成17年4月1日より施行する．

第26条 本会則は平成12年11月25日制定・施行す

る．
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日本学校保健学会 常任理事会および各種委員会等会 報

第12期（2004～2007）

(五十音順 敬称略）

|常任理事の役割分担｜

理事長

調集担当

学術担当

實成文彦

松本健治

数見隆生

国際交流担当

庶務担当

照屋博行

佐藤祐造

瞳一羽 出井美智子 村田光範

…罰

横田正義（北海道） 佐藤 理（東北） 大澤清二（関東） 中川秀昭（北睦）

宮尾 克（東海） 勝野眞吾（近畿） 石原昌江（中国・四国） 市村國夫（九州）

願蕊襄頁到 （下線は地区別選出委員）

委員長 松本健治

委 貝 天野敦子 石川哲也 川畑徹朗 島井哲志

澗澤利行 津島ひろ江 富田 動 中川秀昭

白石龍生 住田 実

宮尾 克 村松常司

森岡郁晴 門田新一郎

|学会活動委員会｜

委員長 数見隆生

委 員 家田璽靖

(下線は地区別選出委員）

岡田加奈子 栗原 淳 小阪栄進 小林正子

面澤和子

下村義夫

森岡郁晴立身政信 津村直子 土井 豊 中安紀美子

|国際交流委員会｜

委員長 照屋博行

委 員 植田誠治 術藤 隆 大澤清二 後藤ひとみ 野津有司 渡邊正樹

厩霧蕃頁蜀

委員長 佐藤祐造

委 貝 大澤 功 勝野興吾 鎌田尚子 武田境太郎 宮下和久

|広報（ニユーズレター・ホームベージ）委員会’

委員長 佐藤祐造

委 貝 大澤 功 高橋浩之
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会報 第52回日本学校保健学会開催のご案内（第1報）

年次学会長 数見 隆生（宮城教育大学）

【学会メインテーマ】

子どもの現実の見つめ直しと，教育としての学校保健活動の理論化・活性化

【本学会の特色】

・東北という地域と今日の子どもの現実に根ざした学校保健の研究

・学校という教育を行なう現場に即した実践を活性化する研究とその討議

・中国や韓国の近隣国の学校保健研究や養護教諭と同種の仕事との交流

・フォーラムによる子どもの今日的課題（虐待，心，性等の問題）への市民向け貢献

・講演中心でなく，研究や実践の事実に基づく双方向的討議の保証

【期日と内容（概要)】

2005年10月28日（金）市民向けフォーラム

10月29日（士） 学会長基調報告，メインシンポジウム，シンポジウム，教育講演，実践研究発表，

一般口演，ポスター発表

10月30日（日） シンポジウム，教育講演，実践研究発表，一般口演．ポスター発表，テーブル

セッション，自主シンポジウム等

【会 場】仙台国際センター（〒980-0856仙台市青葉区青葉山）仙台駅よりバス10分

【学会長報告】学会長講演は行わず，メインシンポジウムに先だち基調報告を行う予定．

【メインシンポジウム】テーマ（案）：「今日の子どもの生命・健康の危機と私達の任務」

【教育講演】（6題予定）子どもの健康理解，蕊謹教諭理解に関するもの

【シンポジウム】（3～4題予定）

【テープルセツシヨン】（3～4テーマ予定）

【自主シンポジウム】ご希望きれる場合は年次学会事務局にご連絡下さい．

【一般発表（口演，実践発表，ポスター発表）の演題申し込み，原稿作成】

次号以降に申し込み要領等を掲載致します．締切日の予定は次の通り．

・演題申し込み締め切り: 2005年5月31日（火）

・原稿提出締め切り: 2005年7月31日（月）

【懇親会】10月29日（土）を予定しています（役員懇親会は行いません).

【年次学会事務局I

〒981-8585 仙台市泉区虹の丘1－18 東北生活文化大学

第52回日本学校保健学会事務局（事務局長 東北生活文化大学教授 土井 豊）

TEL (兼FAX) 022-272-7525 (土井) E-mail : ydoi@mishima.ac.jp

TEL (兼FAX) 022-214-3459 (数見) E-mail : t.kazu@staffmiyakyou-u.ac,jp

【宿泊，交通】

事務局ではお取り扱い致しません．ご必要な方は，次号以降掲載の旅行業者からの案内をご参照下さい．

【その他】

詳細は，次号以降に掲砿致します．なお，「実践研究発表」は実践を研究レベルに引き上げる試みです．

課題意識を持って取り組んだ実践を整理し，密ってご応募下さい．一般発表15分に対し，30分（発表20分，

討識10分）と長くする予定です．
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平成17年度日本学校保健学会共同研究の募集について会 報

学術担当常任理事

学会活動委員会委員長 数見 隆生

日本学校保健学会では学会活性化の一つの施策として，共同研究への研究費の補助をしています．平成

17年度の学会共同研究の募集を以下の要領で行います．とくに若手の方の応募を歓迎しますが応募者の年

齢に制限はありません．

応募に際しては，以下の規定を周知のうえ，下記の必要事項を記戦した学会共同研究申請醤を学会事務

局内，学会理事長宛に5月20日（消印有効）までに送付して下きい．

腕募の方法］

申請書に下記の必要事項を記入し期限までに，学会事務局へ郵送すること．

[応募の資格］

応募は平成16年度学会費を納入している本学会の会員に限る．共同研究者も同様でなければなら准い，

また，同一会員が複数の課題の研究代表者および共同研究者になることは出来ない．

[研究費と研究期間］

研究費は一件につき20万円,1年に2件以内とする．また，研究の期間は1年または2年とし，期間の

延長は認めない．なお，2年計画の場合は2年次にも改めて申請をし審査をうけるものとする．

[研究成果の報告］

研究費の交付を受けた場合は，研究補助期間終了後1年以内に研究成果の報告を本学会誌に投稿しなけ

ればならない．また，その報告には本学会より研究補助を受けた旨を明記することとする．

師究課題の選考］

学会共同研究への採択は，一定の基準のもとに公平を期して二段階の審査を経て最終決定する．

決定次第その可否を研究代表者へ文書で通知する．

｢平成17年度学会共同研究申請害」への記載事項

研究又は活動の課題，新規継続の区別,予定研究期間（1年又は2年）

研究代表者

氏名，生年月日

所属機関，職名，所属機関の所在地, Tel.Fax番号

自宅住所, Tel番号

略歴

研究の計画と内容（具体的に)，キーワード（3つ）

研究の独創性（具体的に）

研究組織（代表者及び研究分担者）

氏名，所属期間，職名，年齢，役割分担（具体的な分担事項）

ここ3年間の本学会におけ』る活動状況（｢学校保健研究」への投稿 学会における発表など）

<なお，この申請書はワープロまたはタイプで作成し,A4サイズ用紙,2枚以内として下きい.>
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会 報 平成16年度日本学校保健学会「学会賞」の推薦について

学会活動委員会

委員長 数見隆生

本学会では、学会員の優れた研究成果を表彰し、学校保健領域における学問水準の向上を図るこ

とを目的として「学会賞」が平成15年11月に制定されました。これは理事、評議員をはじめ一般会

員も推薦できる規定になっています。平成16年度の｢学会賞｣推薦は｢学校保健研究｣(Vol. 46. No. 1

～6）に掲載きれた論文が対象になりますが、推薦されてはじめて受賞の対象となりますので、是

非ご推薦<だきいますようお知らせいたします。

「学校保健研究」（45巻6号569ページ）に掲載されています規定および選考内規を参照きれ、平

成16年度の受賞候補論文をご推薦<だきい･文書(A4版、1枚）に必要事項（著者名、論文タイ

トル、推薦者名、所属機関、連絡先等）を記入して締め切りの4月末日までに理事長（香川大学医

学部 實成文彦）宛にお送りください。
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第61回北陸学校保健学会の開催報告地方の活動

第61回北陸学校保健学会は，平成16年11月28日（日),金沢市立森山町小学校において開催きれました

午前の部

座長：岩田 英樹（金沢大学 助教授）

1．心の健康の授業づくり入門 一心を具体化することに挑戦一

○諸井 珠江 （珠洲市立直小学校）

2．快適な学校環境づくりを目指す学校環境衛生の進め方

一化学物質過敏症の生徒との関わりをとおして－

○米田 さち子 （石川県美川町立美川中学校）

3．災害時における心のケアにかかわる養護教諭の支援 一福井県養護教諭サポート橡の取り組み一

○定永 真由美（福井県立春江工業高等学校） 間脇 真澄 （福井市成和中学校）

西 嘉美 （福井市明新小学校） 黒田 千代江 （池田町池田中学校）

4．養護教諭サポート隊を受け入れて －被災校からの報告一

○杉下 和恵 （美山町美山啓明小学校）

5．中学生の視力管理 一眼鏡とコンタクトに関する実態調査と管理一

○布村 弥生 （福井市 安居小中学校） 加藤 洋子 （福井市 社中学校）

八田 結花里 （福井市 光陽中学校） 藤原 めぐみ （殿下小中学校）

座長：長峰 伸治（金沢大学 助教授）

6．中学生の強迫性障害の対応について

○吉田 秀義 （吉田内科心療内科医院）

7．児童・思春期不登校ひきこもりに対する認知行動療法

○坂井 朋子 （真生会富山病院心療内科） 吉田 秀義 （吉田内科心療内科医院）

8．不登校。ひきこもりの治療的エンカウンター 第2報 一仲間づくりにむけて－

○佐藤 早貴子 （吉田内科心療内科医院） 坂井 朋子 （吉田内科心擬内科医院）

吉田 秀義 （吉田内科心蝦内科医院）

午俊の部

理事会

総会

特別フォーラム：これからの装護教諭

話題提供者：木下 洋子先生 （元・福井大学教育地域科学部附属中学校 養護教諭）

花本 ヨシエ先生 （金沢大学教育学部附属蕊護学校 養護教諭）

岩井 真有美先生 （元・富山県教育委員会福利保健課 指導主事）

コーディネーター：河田 史宝先生 （金沢市立北鳴中学校 養護教諭）

閉 会

〈連絡・問い合わせ先〉北陸学校保健学会事務局 金沢大学教育学部保健教室（岩金沢大学教育学部保健教室（岩田）

Email : iwata@ed･kanazawa-u,ac.j p

076-264-5566 Fax : 076-234-4117〒92〔ﾄ1192 金沢市角間町, Tel
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第2回日本教育保健学会の開催についてお知らせ

テーマ：今日的な子どもの発達困難と教育保健

日 程：2005年3月19日(土), 20日（日）

会 場：茨城大学水戸キャンパス共通教育棟2号館（茨城県水戸市文京2－1－1）

懇親会会場：水戸キャンパス内 茨苑会館レストラン

プログラム：

(19日）

○基調提案(1)「教育保健研究の課題と方法」 植田誠治（茨城大学）

（2）「プロジェクト研究の課題

一病気や障害を抱えた子どもへの支援に関する教育保健学的研究を」

山本浩子（小鈴谷小学校）

○シンポジウム「子どものからだと心一発達困難の今日的特徴と教育保健の課題」

コーディネーター 藤田和也（一橋大学）

・シンポジスト（からだから） 野井真吾（東京理科大学）

・シンポジスト（こころから） 金丸隆太（茨城大学）

指定発言者：澤山信一（吉備国際大学)，宍戸洲美（渋谷区立中幡小学校）

○特別識演「精神科医からみた今日の学校・子ども・教師」

中島一憲（東京都教職員互助会三楽病院精神神経科）

(20日）

○一般発表

○課題別セッション

（1）子どもの発達支援をめく．って

猪狩恵美子（東京都立光明養護学校)，新井英靖（茨城大学）

（2）謹護教諭の養護とは何か－養護・教育・看護の概念をめく．って－

工藤宣子（岩手県立宮古工業高校)，岡田加奈子（千葉大学）

（3）からだの学習

千葉保夫（仙台市立七郷小学校)，数見隆生・久保健（宮城教育大学）

（4）人間関係・こころの学習

佐見由紀子（東京学芸大学附属小金井中)，高橋浩之（千葉大学）

会 費：会員2, 000円，非会員2, 500円(1日参加2, 000円),学生1, 500円

懇親会4, 000円（学生3, 000円）

参加申込：当日受付にて申込み，参加できます

第2回教育保健学会実行委員会連絡先：

〒310-8512 茨城県水戸市文京2－1－l 茨城大学教育学部 植田誠治

E-mail seiji@mxjbaraki.ac･j p Tel&FaX O2r228-82 58

日本教育保健学会ホームベージ: http://www5fbiglobe,ne.j p/~educational-health/
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お知らせ 「学校保健研究」編集事務局の移転について

ききの役員選挙の結果に基づく学会業務分担の変更のため「学校保健研究」編集事務局が移転いたしま

す．これに伴う論文の投稿先が，平成17年3月1日以降の受付より次の宛先へ変更となりますのでよろし

くご協力<だきい、

論文投稿先：〒682-0722 鳥取県東伯郡湯梨浜町長瀬818-1

勝美印刷株式会社 内

「学校保健研究」編集事務局

TEL : 0858-35-444 1 FAX : 0858-48-5000

なお，旧編集事務局あてに送られてきた投稿論文については，旧編集事務局で転送いたしますが，途中

の事故などを避けるために，なるべく新編集事務局の方に直接郵送きれるようお願いいたします．
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〔2〕119

[2] 120

〔2〕126

〔2〕132

〔2〕138

[2] 143
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青少年の性行動の現状とこれからの性感染症予防教育のあり方について

－科学的予防(Science-Based PreventiOn)の導入一

木原 雅子，木原 正博…

臨床心理士から望むエイズ教育

矢永由里子…

軽度発逮障害の学校保健における支援を考える

「軽度発達障害の学校保健における支援を考える」を編集するにあたって

荒木田美香子，伊蕊 直樹，高橋 裕子.．”

軽度発達障害の診断・治療の課題：小児精神医学の立場から

上林 靖子．．‐

軽度発達障害をもつ子どもたちへの発達支援と治療教育：発達臨床心理学の視点から

辻井 正次，竹嶋 陽子．．”

軽度発達障害児教育の現状と課題：障害児教育学の立場から

都築 繁幸．．”

軽度発達障害児への援助と対応：医療と学校保健の連携のあり方

杉江 秀夫．．”

軽度発達障害児への学校現場での援助と対応：蓋護教諭の立場から

鎌塚 優子．．－

軽度発達障害児への学校現場での支援と対応：学校コンサルテーションの立場から

高橋あつ子…‘

第51回日本学校保健学会記録

会長講演 ライフスキル教育の研究課題

皆川 興栄…・

特別講演I 学校におけるライフスキル教育の役割

Jeff Lee…・

特別識演Ⅱ 医学の進歩 こころと免疫

安保 徹…‘

シンポジウムI 学校保健と地域保健の連携

一生活習慣病対策の問題点とこれからの展望一

西山 悦子..“

シンポジウムⅡ 養護教諭と健康教育

福嶋 栄子…・

シンポジウムⅢ 学校保健行政の今日的課題

遠藤 元男““

シンポジウムⅣ 若者のエイズ･ STD増加にどう対応するか

－性・エイズ教育のあり方．進め方を考える－

松岡 弘…・

シンポジウムV 歯科保健における予防プログラムと漣康日本21

八木 稔…・

パネルディスカッション 「総合的な学習の時間」を検証する

瀧澤 利行･…

〔2〕149

〔2〕155

〔5〕449

(5] 450

〔5〕456

〔5〕464

〔5〕472

〔5〕478

〔5〕486

〔6〕579

〔6〕584

〔6〕589

〔6〕593

〔6〕595

〔6〕597

〔6〕599

(6) 601

[6] 603

厩-羽
学校における性教育の国際比較研究(1)英国の性教育

森脇裕美子，石川 哲也，勝野 填吾 [1) 14
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原~雪
学齢期の比体表面積基準チャートの作成とその利用について

三野 耕，成山 公一……‘

高校生の問題行動と対人関係における信頼感の関連

安藤美華代，朝倉 隆司，中山 蕪……・

踵骨骨強度の発育特性と男女差

岡野 亮介･…“‘

小児前期と中期におけるBody Mass lndex,脂肪戯指数および除脂肪堂指数の変化

乙木 幸道，宮嶋 郁恵，小宮 秀一…．．”

中学生の箱神的健康の変化とその予測的要因

－3年間の縦断的調査から－（英文）

荒木田美香子，高橋佐和子，田代 順子，金森 雅夫，森 昭三””…

中学生の攻撃性，社会的情報処理過程ならびにストレス反応の関連性

玉木 健弘，山崎 勝之……・

学生定期健康診断における摂食障害を対象とした一次スクリーニングテスト作成の試み

－項目の精選と妥当性の検討一

林 弥生，小杉正太郎，島津 明人，末松 弘行……・

大学生のライフスタイルについての因果的様態の検討

一前提要因を基点としたPRECEDE-PROCEEDモデルの適用一

伊藤 菜緒，高橋 俊哉，面澤 和子，伊藤 武樹……・

山口県における小学1年生の学校不適応行動の実態

-AD/HDおよびODDの診断基準となる行動との比較一

中村 仁志，木戸久美子，林 隆，芳原 達也････…

高校連動部員の精神的健康変化に関連する要因

青木 邦男……・

思春期における身体部位の不満感と自己意識

鍋谷 照，上田 穀……

軽度発達障害をもつ児童・生徒の現状及び教師の求める支援

村松 雅子，荒木田美香子…･…

小学校の健康診断における「肥満傾向」判定の現状

藤原 康子，小出 彌生･……

小学生における調節誤差に関する検討

一近視進行と読替距離に着目して－

宝諸 昌世，三村由香里，大角 博子，長谷部 聡 高橋 香代…･…

青少年のセルフエステイームと喫煙，飲酒，薬物乱用行動との関係

川畑 徹朗，西岡 伸紀．石川 哲也，勝野 眞吾，

春木 敏，島井 哲志，野津 有司……

日系ブラジル人児童生徒における日本での生活適応とストレス症状の関連

一愛知県下2市の公立小・中学校における調査から－

朝倉 隆司･…･”

厩~召
中学生におけるいじめに関わる役割行動と敵意的攻撃性，共感性との関連性

朝倉 隆司…･…

韓国の高校生を対象としたストレスに関する健康教育プログラムの有効性

林 姫辰……。

〔1〕29

〔1〕44

〔1〕59

〔2〕159

〔3〕227

〔3〕242

〔3〕254

〔3〕264

〔4〕345

〔4〕358

〔4〕372

〔5〕492

〔5〕505

[6] 605

〔6〕612

〔6〕628

〔1〕67
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料理カードを用いた栄錠教育が高校生アスリートによるバイキング方式の

昼食の食物選択と栄謹素等摂取改善に及ぼす影響

小嶋 育子，齋藤 慎一，田神 一美・

中学校における謎護教諭の教科「保健」担当に関する調査研究

一養護教諭と学校長を対象として－

門田新一郎・

中学校3年次における女子生徒の体格・運動能力の変化

平野 朋枝・

謹護教諭の実践に対する自己評価能力に影響を与える要因

山本 浩子.

なぜ小学生は学校のトイレで排便できないのか？

村上八千世，根ケ山光一・

高校生を対象とした心肺蘇生技術の主観的評価による難動作の抽出

丹 佳子・

近畿圏内の短期大学における喫煙対策の現状

野谷 昌子，森田 徳子，大川 尚子，佐藤 秀子，

山本 暎子，柳生 善彦，車谷 典男・

救急蘇生といのちについての意識

一小学校6年生の調査から－

木村千代子，水木 暢子，山口かおる・

電子メールによる学生相談の意義と課題

一ある国立高等専門学校での全校調査による利用希望の検討－

影山 隆之，塩田 貴子，小西 忠司，岩崎 シユ・

仙台市児童・生徒の身長・体箪の年次推移について（1934年～2001年まで）

黒川 修行，佐藤 洋・

高校生の食生活に関する知識・意識・態度・行動の現状と変容

一北海道2高校の分析から－

百々瀬いづみ，荒川 義人，森谷 紫・

中国における大学生の出身地域と体格の関連

尹 小倹，田中 豊穂，夏 祥偉・

学校管理下における死亡事故発生の実態

-1989年～1998年の10年間について－

長谷川ちゆ子，松嶋 紀子，西岡 伸紀，勝野 興吾

肢体不自由養護学校における医療的ケアの動向

伊藤 文代，中村 朋子・

高校生の友人に対する性に関する援助ニーズ，被援助経験，被援助満足感

一援助の互恵性の観点から－

五十嵐哲也

[2] 182
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(3) 291

[3) 303

[3) 311
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[5] 520
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〔5〕554

〔6〕648

〔6〕661

〔6〕674

〔6〕686

臣二画
第50回日本学校保健学会会務報告

理事会議事録（699） 評議員会議事録（702） 総会議事録(704)…““…･…

第51回日本学校保健学会のご案内（第2報～第5報） ……･･･ [1] 85, [2] 209, [3) 323,

平成16年度 拡大常任理事会議事概要 ………･････”…”…”．．…““…･““““…………．．……・

平成15年度 常任理事会識事概要 …．．……･･･……．．““･…………………[1] 103, [2] 215,

平成16年度 常任理事会議事概要 ……･…･……･…．．……･………………[3) 321, [5) 568,

日本学校保健学会常任理事および各種委員会等 第12期(2004～2007) ･･･…･……………．
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第52回日本学校保健学会開催のご案内（第1報） ……･………..．

平成16年度 会費納入のお願い ……･…･･･…“･…“……………….,

平成16年度 日本学校保健学会共同研究の募集について ………．

平成17年度 日本学校保健学会共同研究の募集について“…….、

日本学校保健学会「学会賞」の推薦について．………･”…･………

日本学校保健学会評議員の選出について－選挙管理委員会公示一

選挙管理委員会からのお知らせ …………”．．………･………･…”．．

日本学校保健学会第12期役員選挙結果の公示“･…．．…………．．“・

第50回日本学校保健学会役員会総会議事録の追加訂正について．

高等学校設世基準及び高等学校通信教育課程の改正について．…

事務局からのお知らせ“…．．………………”…･……･……..”.……

「学校保健研究」投稿規定の改正について････…･……….…….…
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第36回中国・四国学校保健学会開催のご案内 ………““…………・

第13回日本健康教育学会開催のご案内 ……………･…………･･･…・

第7回日本地域看護学会学術集会のお知らせ …．．…･･･”…………・
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国際地域看護学会第3回学術集会(ICCHNR 2005) ………･…・
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縄 集 後 記

学校保健に関する質の高い論文や実践報告等が，

今まで以上に数多く投稿きれることを期待したい
本号は，第51回新潟学会の特集号である．新潟

県中越地震直後の非常に困難な時期にもかかわら

ず，皆川興栄学会長のご尽力により年次学会は無
事開催きれた．

新潟学会での研究発表数は，誰演集によれば

249題であり，ここ数年来，年次学会での発表数

は毎年200題を優に越えている．本誌への投稿論

文数が毎年50編前後であることからみると，年次

学会での研究発表が論文として投稿きれるのが4

分の1以下に留まっているともいえる．毎年，年

次学会で発表きれるすぐ・れた研究が論文化きれ，

本号で，今期の編集委員会による絹集は終了す
る，2期6年間にわたり，編集業務を献身的に支

えて下きった龍澤利行副編集委員長（兼編集担当

幹事）をはじめとする編集委員の方々，査読者,
編集事務担当者の方々に厚くお礼を申し上げたい．

松本健治新鵠集委員長のもとでの，本誌のぎら

なる発展をお祈りしています．

（和唐 正勝）
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